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序

松井田町には、近世における幹線であった中山道の宿場として、松井田宿と坂本宿が

整備されました。現在の国道18号線に沿うこの地域では、人々の往来によって様々な文

化がもたらされ、それらが礎となって今の町が築かれているわけであります。

近世以前をみると、古代から中世には律令制期に官道として整備された東山道があり、

この幹線に沿った地域がメインとなっていたようです。戦国期に至り、各地の武将が争

乱を繰り返していた頃には、現在の松井田市街と高梨子地区との間にある松井田丘陵の

尾根「松井田城」が、合戦の舞台となりました。現在の高梨子地区は、松井田城の根小

屋(城下町)であり、東山道沿いに栄えた地域であったのです。

さて、ここに報告いたします「高梨子三次郎遺跡」は、松井田城の縄張に東接する丘

陵裾に近い台地で発見されました。奈良~平安時代を中心とした集落で、北側には九十

九川の流れがあり、視界の広いところであります。先に述べた律令期に属するこの集落

が、当時の東山道にほど近く、また松井田城域に接することなどを考えますと、新たな

文化が地域の歴史をもとにして生まれているような気がいたします。また、このような

一つ一つの調査の積み重ねがやがては私達の生きる現在までの道筋を明らかにする手立

てであろうとも感じます。過去をきちんと見据え、このことを未来に伝えてゆくことが、

今の私達にとっての責務であると考えます。

本遺跡の規模はさほど大きくはありません。しかしながら、紛れもない高梨子地区の

歴史の足跡であり、郷土の歴史を解明する一助にはなろうかと思います。本書が幅広く

活用していただければ、誠に幸いと存じます。

最後に、調査に対してご理解、ご協力していただいた(楠光企画様をはじめ、調査に参

加された皆様、また報告書刊行に至るまで、ご指導、ご協力をいただいた関係各位にお

礼を申し上げたいと存じます。

平成10年3月

松井田町埋蔵文化財調査会

会長 内田武夫



例亘

1.本書は、群馬県碓氷郡松井田町大字高梨子字三次郎甲1，117他に所在する高梨子三次郎遺跡の発掘調査

報告書である。

Z.調査は、ゴルフ場造成工事に伴う埋蔵文化財発掘調査として実施した。

3.調査は、松井田町教育委員会内に事務局を置く松井田町埋蔵文化財調査会が実施し、現地での調査は委

託を受けた山武考古学研究所が行った。調査担当者は、同研究所員・長脊川一郎である。

4.調査は、平成6年11月25日から平成7年3月2日にかけて実施した。調査面積は、約5，000rriである。

5.遺構写真は、長谷川が撮影した。

6.本書の編集は、松井田町埋蔵文化財調査会の指導の下、山武考古学研究所が行い、同所員・長井正欣が

担当した。整理作業には、梅山淳・半津利江・磯洋子・今成勝子・根津珠代・青木千賀子・石田満理が

従事した。執筆分担は以下の通りで、遺構の記述は主に長谷川が、遺物の記述は主に半浮が担当した。

また、遺物写真は梅山が撮影した。

第1章:田口 修(松井田町教育委員会) 第2章~第5章:長井・長谷川・半津

7.今回の発掘調査に併せて、本地域の石造物調査を上原富次氏に、植生調査を須藤志成幸氏に委託して実

施している。本報告書では紙幅の都合もあり、その概要を付章として掲載したが、詳細については別途

刊行物により報告する予定である。

8.調査に関わる資料は、一括して松井田町教育委員会が保管している。

9.発掘調査から報告書刊行に至るまで、下記の諸氏・諸機関にご指導・ご協力をいただいた。(敬称略)

上原富次須藤志成幸神戸聖語鈴木徳雄

光企画東日本重機新成田総合杜伊藤測量文化総合企画

10.発掘調査参加者は以下の通りである。

岩井ひで打越進上原スミ 浦野美奈子江原サト 金井二郎小板橋正小板橋守桜井きん

桜井慣三桜井敬一杉木はま子田村綾子土屋キミエ土屋キミ江中里春雄中山寅雄萩原

登己司萩原子之吉藤巻勝江藤巻伊佐雄堀口房代松本芳山越梅子湯本雪江吉本律子

凡 例

1.本書で使用した地形図の発行者・縮尺は、各図キャプションに示した。

Z.遺構図面は、住居跡・土坑:1/80、カマド:1/40縮尺を基本として掲載し、各図にはスケールを付して

ある。図中の北方位は座標北を示し、国家座標値(第E系)は全体図中に示してある。

3.遺物図面は、縄文土器・土師器・須恵器・陶器:1/4、石器:1/1 . 1/2・1/3、古銭:1/2を基本として

掲載し、各図にはスケールを付しである。また、遺物写真は実測図とほぼ同縮尺である。

4.本書で使用したスクリーントーンは次のような意味を示す。

柱痕

...…施勅範囲 .....炭・煤 -・・焼土 -・・・・・粘土

黒色処理
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第 1章調査に至る経過

平成2年12月、株式会社光企画(以下業者という)が予定しているゴルフ場建設に関する開発事業の事前

協議を受け、松井田町長(町企画課)より松井田町教育委員会(以下教委という)に、当該地域の文化財の

状況についての打診がなされた。教委では、予定地の一部及ぴ隣接地が「重要遺跡・松井田城」であること

や、埋蔵文化財包蔵地が含まれること、中・近世の古道とともに石造文化財が存在すること等を指摘、これ

らの保護が必要である旨を通知した。翌平成 3年5月、業者からの大規模土地開発事業の正式協議を受けた

町地域開発対策委員会において、教委では先述と同様に意見するとともに、群馬県教育委員会文化財保護課

の指導を受けつつ対応策を検討した。

同年8月、業者と教委との聞で文化財保護に関する覚書を取り交わした。この中では、 ・開発工事の着工

までに正式な文化財保護協定を締結すること、 ・文化財の調査及び保護計画について、業者は教委の指示に

従うこと、の 2 点を確認した。平成 5 年に至り、文化財保護協定を締結。翌平成 6 年 5~6 月の埋蔵文化財

包蔵地域の試掘調査の結果、三次郎地域において縄文期の遺物及び平安期の遺構・遺物が確認された。この

保護については協議の結果、発掘調査による記録保存と決定、また、合わせて開発区域全域を対象とした石

造物及び植生の調査を実施することで合意に達した。なお、発掘調査にあたっては、教委に事務局を置く松

井田町埋蔵文化財調査会(以下調査会という)を調査主体とするとともに、石造物と植生の調査はそれぞれ

専門の研究者に委託することとなった。

関係法令の手続きを経た後、平成6年10月25日付で業者と調査会とで埋蔵文化財発掘調査委託契約書を締

結し、同年11月25日をもって現地調査が開始された。

第 1図 遺跡の位置と周辺の地形 (松井田町地形図11、S= 1 : 5，000) 
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第2章遺跡の位置と環境

本遺跡は]R信越線松井田駅から北へ約 2km、上信越自動車道松井田妙義インターから北東へ2.5kmに位置

する。本遺跡の所在する碓氷郡松井田町は群馬県西部に位置し、北は倉淵村、東は安中市、南東は妙義町、

南西は下仁田町、そして西は長野県北佐久郡軽井沢町と接している。律令期には東山道の上野国玄関口にあ

たり、本遺跡北方約500mに東山道推定ルート1)がある。

町域の西部・南西部はそれぞれ山地となるが、北東部には剣の峰 (1，429.6m)があり、これより南東方向

に派生する稜娘は、標高700m付近の小根山付近で、さらに南東方向と南南東方向に分岐し、南南東方向は松

井田正陵となって安中市名山まで延ぴている。正陵の北側には九十九川、南側には碓氷川が流下しそれぞれ

河岸段正を形成している。松井田正陵の北面はいくつもの台地が樹枝状に張り出し、本遺跡はこの一台地の

先端部に占地する。標高は約280m、北側に流れる九十九川との比高は約30mである。

松井田町では圃場整備や上信越自動車道建設等に伴い、これまでに数多くの遺跡が調査されている。古く

は縄文時代早期から歴史時代に至るまでの遺構・遺物が確認されており、下記のような主要遺跡がある。

周辺の遺跡

1 高梨子三次郎遺跡 2 国街遺跡群 3・二軒在家二本杉遺跡 4 :愛宕山遺跡 5 松井田城 6 

入城二本杉東遺跡 7 行沢二本杉遺跡 8 :行田大道北遺跡 9 行田梅木平遺跡 10:新堀東源ケ原遺

跡 11:五料平遺跡 12 :五料野ケ久保遺跡 13 :五料稲荷谷戸遺跡 14 :八城赤羽根遺跡 15 :松井田工

業団地遺跡 16 :大王寺遺跡

註

1 )群馬県教育委員会 1983 r歴史の道調査報告書 東山道』群馬県歴史の道調査報告書第16集

第2図 遺跡の位置と周辺の遺跡 (国土地理院5万分の 1I富岡JI榛名山J)
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第3章調査の方法と経過

第1節発掘調査

発掘調査はゴルフ場コース造成予定地を対象として実施した。当初、東地区・西地区が調査の対象であっ

たが、その後、ゴルフ場コース設計変更に伴い、東地区と西地区北西側の一部が本調査区から除外された。

なお、東地区のE-1号住居跡は、光企画のご厚意により調査を実施している。

遺構の調査は土層観察用のベルトを設定し、埋没状態の観察を行いながら掘り下げた。遺構測量の基準杭

は、公共座標をもとに10m四方のグリッドを設定し、調査区全域をカバーした。グリッド名は北西角を基点

に南北ラインを算用数字、東西ラインをアルファベットをあて表記した。遺構実測図は1/20縮尺を基本とし

て作成し、遺構の状況により 1/10、1/40の縮尺を用いた。

遺構の写真撮影は調査進行状況に応じて適宜行ない、 3台のカメラを使用し、白黒35皿、カラースライド

35皿、白黒 6x 7 cmのフィルムに記録した。

調査経過の概略は以下の通りである。

平成6年11月 25日:発掘調査開始。発掘器材の搬入。重機による草木の除去作業及ぴ調査区東側の試

掘トレンチの掘削を行う。 12月 1日:重機による表土排土を開始する。 21日:調査区北倶uで浅間B軽

石を埋没土中に含む遺構を確認する。 24日:現場の安全対策を再確認し、本年の作業を終了する。

平成7年1月 5日:表土排土を継続する。また、西地区における縄文時代の遺構の有無を確認するため

新たにトレンチ 4本を設定し、ローム層上面までの掘削を開始する。 12日:トレンチ掘削を終了する。 4本

いずれのトレンチからも遺構は検出されなかった。 13日:残土処理を行い重機作業を終了する。本調査実施

地区の再設定を検討するため作業を一時中断する。 30日:調査区東側はコース設計上造成森林となり遺構は

保存されることになり、西地区のみを本調査対象地区とし、調査を再開する。グリッド、水準点、の設置を行

う。遺構の掘り下げを開始する。 2月 9日:重機による浅間B軽石下黒色士の排土を開始する。遺構調

査を継続して行う。 14日:重機作業を終了する。遺構調査を継続。 27日:遺跡全体図の作成を行う。 28日:

ヘリコプターによる航空写真撮影を行う。 3月 2日:遺構実測を終了する。発掘器材の撤収を行い、現

地における発掘調査を終了する。

第2節整理調査

整理調査は、発掘調査で得られた図面・写真・出土遺物を整理し、各遺構・遺物の状態が客観的に把握で

きるように資料化することを主目的として実施した。

報告書における遺構・遺物の記載方法は、ほほ通例に準じている。

出土遺物は、すべて水洗いを行い、小破片・黒曜石製石器・鉄製品・古銭を除いて注記した。注記はバブ

ルジェットプリンターで行い、下記のような略記号を使用した。接合・復元は可能な限り行い、必要に応じ

てエポキシ樹脂(パイサム)を用いたO

高梨子三次郎遺跡…TS 住居跡…H 土坑…土集石…集 グリッド…グ トレンチ…T

遺構・遺物実測図面は、各遺構ごとに整理し、アルタートケースに収納した。また、遺構図面・遺構写

真・遺物図面・遺物写真の各台帳を作成した。

整理調査は、平成8年度・同 9年度にかけて断続的に行った。
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第4章遺構と遺物

第1節概要

今回の調査では、縄文時代から中・近世にかけての遺構・遺物が検出された。

縄文時代では、東地区において前期の住居跡 1軒を調査しているほか、遺構外から早期・条痕丈系土器、

前~後期の土器片、晩期末葉の土器が出土している。また、決状耳飾りが平安時代の住居跡に紛れ込んで出

土している。なお、西地区からは当該期の遺構は検出されていない。

奈良・平安時代では、住居跡15軒・土坑5基・掘立柱建物跡2棟・集石l基・焼土ピット 9基・ピット群

1・遺物集中地点 1を調査している。各遺構は舌状台地のわずかな平坦部に占地し、住居跡は調査区南側で

2軒、中央部で1軒、北側で12軒を調査しており、ほとんどが台地北側先端部付近に位置する。また、調査

区北西側は調査区外のため未調査であるが、住居跡 3 軒の存在を確認している。構築時期は 8 世紀~10世紀

後半代(一部は11世紀に入ると思われる)と考えられ、本遺跡は当該期に継続的に営まれた小規模集落とい

える。住居跡は大半が北東 南西に主軸方位を持ち、北東壁にカマドを付設しているが、 1号住居跡のみ南

壁にカマドを有する。また、 15号住居跡カマド向かつて左側には棚状の石組施設が構築されていた。なお、

調査時に 5号・ 6号住居跡としていたものを検討の結果、欠番とし、 13号住居跡としていたものは (G-3 

グリッド)遺物集中地点と名称変更した。

中世では、溝1条・士坑28基を調査している。士坑としたものの中には溝状の遺構もあるが、遺構名の変

更は行わなかった。また、調査区外のため未調査ではあるが、西地区北西側でも同様の遺構を確認している。

これらの遺構は浅間B軽石が二次堆積することから、中世と判断したものであるが、遺構に伴う遺物はほと

んど出土していない。遺物は、遺構外から渡来銭・内耳鍋等のほか、近世陶器等が出土している。

第2節基本層序(第4図)

本遺跡における標準的な土層堆積状態、は、第4図に示した概念図の通り

である。

調査区は、耕地の開墾により削平・盛土が行われ、指標テフラである浅

間B軽石の純層は北側平坦部でのみ確認される。浅間B軽石の堆積が確認

される地点でも、同層直上まで耕作・盛土が行われており、中世の遺構確

認もW層上面で行った。

奈良・平安時代の遺構もN層中で確認できるが、地山と遺構埋没土との

差異がほとんどなく、調査時が厳冬期で連日土壌凍結するような状態であ

ったためもあり、明瞭なプランの確認が非常に困難な状態で、あった。

東地区南寄りでは表土下数10cmほどでローム面(四層)となり、縄文時

代の遺構はVI層中で確認できる。遺跡地の地形は北及び、西に向かつて下る

状態にあり、北側及び西側へ向かうにしたがって、ローム上層の堆積が厚

くなり、北西端ではローム面まで表土下 1m50cm以上ある。西地区におい

ても、部分的にトレンチを設定し、ローム面まで掘り下げたが、先述した

ように縄文時代の遺構は確認されなかった。
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第3節縄文時代

E-1号住居跡 (遺構:第6図、 PL3 遺物:第6図、 PL11、観察表P44)

位置 1-11グリッド。東側調査区。調査区外ではあるが事業主体である光企画のご厚意により調査を実施

した。平面形態:不明であるが、長方形基調と想定される。規模・床面積:不明。残存深度:25cm。床面:

多少の凹凸はあるが、全体としてほほ平坦である。炉跡:調査範囲において確認されなかった。壁周溝:南

西隅から西壁中央付近まで確認された。埋没土の特徴:黄色軽石を含む黒褐色土を基調とする。時期:縄文

時代前期関山式期。

遺物出土状態:西壁際中央付近から深鉢が出土しているほか、石器類がまばらに出土している。

遺物:深鉢1、石匙l・石箆 1・石錐 1.剥片4点を確認している。石器石材は頁岩4.チャート 2・黒曜

石1点。掲載遺物4点。

第4節奈良・平安時代

( 1 )住居跡

1号住居跡 (遺構:第7園、 PL3 遺物:第7・8園、 PL11、観察表P44)

位置 1-2グリッド。主軸方位:N -173
0 

- E。平面形態:地山と埋没士との区別が困難で、当初プラン確

認を誤認したが最終的に縦長長方形と判断した。規模:推定3.20m x 2.95 m。床面積:推定9.2rri'。残存深

度:45cm。床面:V層中を床面と判断した。硬質化はみられず、カマド手前の焼土堆積層より床面を推定し

た。柱穴:主柱穴は不明。南壁東寄りのピット底面は明確な硬質化が認められる。カマド:南壁中央に付設

される。燃焼部から煙道にかけて次第に細くなる。約45
0

の角度で立ち上がり、先端部では粧やかな傾斜と

なっている。煙道部はl.4m以上。燃焼部中央付近に支脚に使用された喋が残存する。貯蔵穴:カマド手前

に皿状の掘り込みがあるが貯蔵穴とは考えにくい。底面と側面に粘土が貼られている。埋没土の特徴:自然

埋没。白色軽石を含む黒褐色士。 N層に酷似する。時期 :10世紀後半代と想定。

遺物出土状態:カマド内から羽釜2点が出土しているほか、埋没土中に散乱するような状態で、あった。

遺物:土師器羽釜 2.杯 1以上、須恵器坑杯3以上・斐2以上・短頚壷1、灰柚陶器坑1を確認している。

掲載遺物8点。須恵器の 3・4・5は本遺構よりは古い時期のものと思われ、流れ込みと判断される。灰粕

陶器坊は虎渓山1号窯式期のものである。

2号住居跡 (遺構:第9・13図、 PL4 遺物:第10 ・ 13~15図、 PL12 ・ 13、観察表P44 ・ 45)

位置 :F-4グリッド。重複 3号・ 14号住居跡を切る。主軸方位:N-79
0-E。平面形態 3号住居跡の床

面を本住居の床面と誤認し、随所で掘り過ぎてしまった。カマド向かつて右側はトレンチと撹乱により一部

掘削されるが、土層観察等から横長長方形と判断した。規模:推定3.20m x 2.60 m。床面積:8.3m'前後。残

存深度:20cmo床面:カマド手前でやや硬質化が認められるものの、覆土に似た暗褐色土が貼られており明

確ではない。柱穴:検出されなかった。カマド:東壁ほほ中央に位置する。擦を用いて構築され、懸架石が

残存する。貯蔵穴:検出されなかった。埋没土の特徴:自然埋没。白色軽石を含む黒褐色土。 N層に酷似す

る。時期:10世紀前半代と想定。

遺物出土状態:出土遺物は遺構確認を誤認したため、ほとんどを 2号・ 3号住居跡出土遺物として取り上げ

た。整理時に検討した結果、大半が、 2号住居跡からの出土と判明したが、その他の紛れ込み遺物も含まれ

ているようであり、帰属遺構の決定はせず、そのまま 2号.3号住居跡出土遺物として掲載した。
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遺物 2号住居跡出土遺物として 3点を掲載。 2号.3号住居跡出土遺物として21点を掲載。ロクロ使用酸

化焔焼成の童がみられる。護の口縁部は崩れた「コ」の字状を呈するものが多い。

3号住居跡(遺構:第11・13図、 PL4 遺物:第12~15図、 PLl2 ・ 13、観察表P45 ・ 46)

位置 :F-5グリッド。重複 2号住居跡に切られ、 14号住居跡を切る。主軸方位:N-73
0

-E。平面形態:

横長長方形。規模:推定4.00m X 3.35 m。床面積:13ni前後。残存深度:31cm。床面:各コーナー付近を除

き、硬質化している。壁周溝:南辺から西辺の南約 3分の 2程まで巡っている。柱穴:中央付近に 2基の浅

い掘り込みが検出されているが、主柱穴は検出されなかった。カマド:東壁やや南寄りに付設される。崩落

しているが、石組カマドであったと考えられる。貯蔵穴:検出されなかった。埋没土の特徴:自然埋没。白

色軽石を含む黒褐色土。時期 9世紀中~後半代と想定。

遺物出土状態 2号住居跡に比べて、ややまばらな状態である。カマド周辺から土師器輩、須恵器杯が出土

している。

遺物 3号住居跡出土遺物として 3点を掲載。土師器蓋(1 )は「コ」の字状口縁のものである。

4号住居跡 (遺構:第16図、 PL5 遺物:第17図、 PLl3、観察表P46)

位置:D-6・7グリッド。主軸方位.推定N-85
0

-E。平面形態:平面確認、サブトレンチによる土層観察

によっても、地山町層と埋没土層との区別が判断できず、また、連日の土壌凍結により、住居プランは最後

まで明瞭に把握できなかった。とりあえず、縦長長方形を想定したが、確実性の高いものではない。規模:

推定3.60mx 2.70m。床面積:推定9.5ぱ。残存深度:サブトレンチセクションから推定して60cm。床面:ヵ

マド手前の出土遺物によって推定した。硬質化した部分は確認できなかった。柱穴:確認されなかった。貯

蔵穴:中央南寄りに楕円形の浅い掘り込みがある。長軸 1m20cm程度、床面からの深さは 3~ 4 cmと浅く、

位置からも貯蔵穴とは考えにくいが周囲からややまとまって遺物が出土している。カマド:東壁中央に付設

される。床面東半に礁が散在していることから、住居の廃棄に伴って壊されたものと思われる。カマド使用

時は、これらの礁を使用して構築されていたものとみられる。カマド手前に粘土の分布がみられる。埋没土

の特徴:自然埋没。白色軽石を含む黒褐色土。百層に酷似する。時期:8世紀後半代と想定。

遺物出土状態:埋没土中に散乱するような状態であった。

遺物:土師器聾4.甑 1~2 ・坪 2 、須恵器蓋破片・椀杯 3 以上・蓋 1 を確認している。須恵器聾には葉脈

状の叩きがみられる。掲載遺物 7点。

7号住居跡 (遺構:第18.19図、 PL5 遺物:第四・ 20図、 PLl3 観察表P46)

位置:B-11グリッド。重複:東隅をわずかに 8号住居跡に切られる。主軸方位:N-30
o
-E。平面形態:

隅丸方形。規模:3.30m x 3.10mo床面積:9.4ni 0 残存深度:44cm。床面:ロームブロックを含んだ暗褐色

士で構築されている。カマド手前から中央付近にかけてやや硬質化がみられる。柱穴:床面調査時点では確

認できなかったが、掘り方調査時点で四隅に小規模のピットが検出されており、おそらくは柱穴であったと

みられる。貯蔚穴:検出されなかった。カマド:北東壁中央に付設される。袖石、支脚が遺存する。細長い

石は両袖石の上に載せられていた懸架石とみられる。掘り方:全体に床面の高さから 10cm~35cmほど掘り込

んでいる。特に中央部は不整形に深く掘り込んでおり、最深部では床面から48cmに達している。ロームや黄

色軽石を多く含んだ土で埋められている。また、東隅付近に浅い掘り込みがあり、磯が1点出土している。
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埋没土の特徴:自然埋没。白色軽石を含む黒褐色士。時期 8世紀中葉と想定。

遺物出土状態:カマド及ぴ周辺から土師器聾と須恵器蓋が、南東壁際中央付近から須恵器杯が出土している。

遺物:土師器蓋3以上、須恵器杯2・蓋2・蓋破片を確認している。掲載遺物 5点。

8号住居跡 (遺構・第21図、 PL5 遺物:第22図、 PL14 観察表P46・47)

位置:B-11グリッド。重複 7号住居跡を切る。南西壁を11号士坑に切られる。主軸方位:N -50
0

-E。

平面形態:横長長方形。規模:4.85 m x 4.05 m。床面積:19.5ぱ前後。残存深度:50cm。床面:ほほ全体に硬

質化が認められる。柱穴:北西寄りに 2基、南東壁に 2基、計4基のピットがある。貯蔵穴:束隅に楕円形

の浅い掘り込みがある。また、カマド北西側に長方形の掘り込みが壁面から張り出して検出されているが、

土層の状態から住居に伴う施設とみられる。カマド:北東壁南東寄りに付設される。煙道部は30
0

ほどの勾

配を持つ。周囲に礁が散乱する。埋没土の特徴:焼土粒を含む培褐色土。時期 :9世紀後半代と想定。

遺物出土状態:まばらに散在するような状態で、あった。

遺物:土師器蓋3以上、須恵器杯2以上・聾破片、灰軸陶器2、鉄製品2を確認している。灰軸陶器は光ヶ

丘1号窯式期と思われる。須恵器杯(6 )には墨書があるが、小片のため判読不能。掲載遺物8点(鉄製品

は写真のみ掲載)。

9号住居跡 (遺構:第23・24図、 PL6 遺物:第24・25図、 PLl4、観察表P47)

位置:H-2・3グリッド。主軸方位:N-43
0

-E。平面形態:縦長長方形。規模 :5.70m x4.30m 。床面積:

24.3ぱ。残存深度:78cm。床面:百層中に床を構築。中央部で硬質化が認められる。床下掘り方は認められ

ない。南西壁際に粘土を多量に含んだ土層が検出されている。厚さは 3~ 5 cmほどで硬質化は認められない。

屋根材かもしくは土壁の崩れたものか。柱穴:検出されなかった。貯蔵穴:東隅に位置。カマド:北東壁の

中央付近に付設される。黄灰色のシルト質土で構築されている。燃焼部には支脚が遺存する。煙道部は燃焼

音防ミら急激に立ち上がる。煙り出しには蓋を転用しているようである。埋没土の特徴:自然埋没。白色軽石

を含む黒褐色土。時期:8世紀前半~中葉と想定。

遺物出土状態:比較的、南東壁際床面付近からの出土が多い。

遺物:土師器聾7.台付聾片・杯3以上、須恵器聾破片・杯5以上・蓋5以上を確認している。須恵器棄破

片(5 )には葉脈状叩きがみられる。掲載遺物13点。

10号住居跡 (遺構:第26図、 PL6・7 遺物:第27図、 PLl4、観察表P48)

位置:J-2グリッド。主軸方位:N-60
0

-E。平面形態:方形。規模:3.00m x2.95m。床面積:7.2ぱ。残

存深度:65cm。床面:南東から北西に向かつて下る地形に立地するため、床面南東側は班層(ローム)を掘

り込み、ブロックを多量に含んだ、黒褐色土を貼って床とし、北西側は黒褐色土VI層(黒褐色土)を床とする。

全体に硬質化がみられる。中央北西寄りには粘土がみられる。柱穴:掘り方調査時に中央付近とやや北西寄

りにピット 2基が検出されているが、性格は不明。貯蔵穴:カマドに向かつて右側に位置。カマド:北東壁

中央に付設され、ロームを含んだ暗褐色土で構築されている。住居壁内に構築され煙道部から壁外となる。

中央に支脚が遺存し、その手前では被熱による焼士化が認められる。煙道部は燃焼音防ミら一段高くなって緩

い傾斜で延びている。掘り方:床面が班層(ローム)に達する南東過半で顕著にみられ、北西側では百層を

直接床とする。中央からやや南西寄りのところに皿状の掘り込みがあり、機が置かれた状態で検出されてい
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る。性格は不明。埋没土の特徴:自然埋没。白色軽石を含む黒褐色土を基調とする。時期:出土遺物が少な

く判断が困難であるが、土師器蓋の特徴から 9世紀後半代と想定しておく。

遺物出土状態:まばらに出土している程度。

遺物:土師器霊破片・杯破片、須恵器杯破片・蓋破片・蓋のつまみを確認している。掲載遺物2点。

11号住居跡 (遺構:第28図、 PL7 遺物:第28図、 PLl4、観察表P48)

位置:1-2グリッド。主軸方位:N-83
0

-E。平面形態・北側壁の立ち上がりは傾斜地のため、確認できず

一部を掘り過ぎるが、ほぽ方形と推測される。規模:3.00m x不明。床面積:不明。残存深度:25cm。床

面 :VI層を直接床とする。柱穴:検出されなかった。貯蔵穴:検出されなかった。カマド:東壁やや南寄り

に付設される。南側に袖石が残存する。掘り方:南東寄りに浅い掘り込みが確認されている。上面はローム

を含む暗褐色土が貼られ、底面からは粘土が検出されている。埋没土の特徴:自然埋没。白色軽石を含む黒

褐色土を基調とする。時期:10世紀前半代と想定。

遺物出土状態:カマド内から須恵器羽釜・坑が出土している。

遺物・土師器蓋破片・杯破片、須恵器羽釜 1.杯1以上、灰紬陶器破片を確認している。灰粕陶器片は小破

片のため図化しなかったが、ハケ塗り施柚のものである。掲載遺物2点。

12号住居跡 (遺構・第29図、 PL7 遺物:第30図、 PLl4、観察表P48)

位置 :G-3グリッド。主軸方位:N-47
0-W。平面形態:台形。規模:長軸北東辺3.94m・南西辺3.55mx 

短軸北西辺2.92mx南東辺3.69m。床面積:13.3ぱ。残存深度:39cm。床面:カマド手前から反対壁面にかけ

ての中央部で硬質化が認められる。一部トレチャーで壊されている。柱穴:検出されなかった。貯蔵穴:北

東隅付近に位置。規模は0.95m x 0.75 m・深さ10cmo埋没士は焼士ブロックと粘質土を多く含んでいる。カ

マド・壁を掘り込んで構築される。煙道部は燃焼司防、ら一段高くなって延びていたものと思われる。埋没土

の特徴:白色軽石を含む黒褐色土。時期 8世紀中葉と想定。

遺物出土状態:貯蔵穴周辺に土師器蓋が壊れた状態で散在していた。

遺物:土師器蓋1以上・杯破片・台付蓋破片、須恵器聾破片・長頚壷破片・杯l以上を確認している。掲載

遺物3点。

14号住居跡 (遺構:第31図、 PL7 遺物:第31・32園、 PLl5、観察表P48)

位置 :F-4グリッド。重複:16号住居跡を切り、 2号.3号住居跡に切られる。主軸方位:N-65
0 

- E。平

面形態:隅丸長方形。規模:4.30 m x 3.25 m。面積:13.5ぱ前後。残存深度:30cm。床面:刊層(ローム)を

直接床とする。全体に硬い。柱穴:検出されなかった。貯蔵穴:カマドに向かつて右側に位置。規模は1.00

m xO.68m . 38cm。カマド:北東壁ほほ中央に付設される。燃焼音防、ら煙道部へは次第に細くなり急傾斜で

立ち上がる。掘り方:各コーナーにピット状の掘り込みが確認されている。貯蔵穴から南西側に連続して、

円形の掘り込みと、ピット状の掘り込みが確認されている。北西壁際には溝状の掘り込みが確認されている。

いずれも上面は貼り床が施されている。埋没土の特徴:自然埋没。白色軽石を含む黒褐色士を基調とする。

時期:8世紀後半と想定。

遺物出土状態・カマド内から土師器蓋・小形蓋が出土しているほか、カマド周辺から土師器杯・須恵器杯が

出土している。また、埋没土中から紡錘車が出土している。
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遺物:土師器蓋4・杯4以上、須恵器瓶破片・杯3以上、石製紡錘車1を確認している。掲載遺物6点。

15号住居跡 (遺構:第33・34図、 PL8 遺物:第34・35図、 PLl5、観察表P48・49)

位置 :F.G-4・5グリッド。主軸方位 :N-74
0

-E。平面形態:縦長長方形。規模:4.55 m x 3.90 m 0 床面

積:16.8m'。残存深度:48cm。床面:ロームブロックを含んだ、暗褐色土を貼って床としている。ほほ全体に

硬質化が認められる。南東隅、中央やや東寄り、南西隅付近に焼士の散らばりがある。壁周溝:東側半分を

除いて検出されている。柱穴:西壁中央にピットがある。貯蔵穴:検出されなかった。カマド:束壁南寄り

に付設される。袖部及び燃焼部に擦を使用して構築している。焚口下部には不整長楕円形の礁が壁面に平行

して埋め込まれている。施設:カマドに向かつて左側には扇平の石を 2基立て、この上に石を懸架させた石

組施設が確認されている。また、東隅には立石があり、これとカマド右袖石との聞の壁面は、上過半で張り

出しが認められる。貼り出し上面と下方の壁際には、粘土粒子を大量に含んだ土が堆積していた。石組施設

とカマド東側の立石及び張り出しは、ほほ直線状に位置して構築されている。石組施設周辺からは焼土や祭

杷遺物などはみられず、日常生活における棚状施設の可能性を考えたい。掘り方:南から北に向かつて下る

地形に立地しているため、床面の南寄りは刊層(ローム)まで達しているが、北寄りではVI層で止まる。掘

り方は、四層(ローム)を掘り込んでいる北寄りで顕著に認められる。埋没土の状態:自然埋没。白色軽石

を含む黒褐色士。時期 9世紀前半代と想定。

遺物出土状態:カマド内から土師器蓋2点が出土している。東側半分からの出土が多い。

遺物:土師器葦7・杯2以上、須恵器蓋2以上・鉢1・壷2以上・蓋1・1自杯12以上を確認している。土師

器聾の口縁部は「コJの字状に近くなっている。掲載遺物15点。

16号住居跡 (遺構:第36・37図、 PL8 遺物:第37図、 PLl6、観察表P49)

位置 :F-4グリッド。重複:14号住居跡に切られる。発掘調査時には明瞭に重複関係を把握できなかった

が、 17号・ 18号住居跡に切られていたようである。ピットの位置関係等から17号住居跡と同ーの遺構である

可能性も否定できないが、 17号住居跡の掘り方の状態から別遺構と判断した。主軸方位不明。平面形態:

全容不明であるが長方形基調と思われる。規模:3.55m x不明。床面積.不明。残存深度:60cm前後。床

面:ロームを貼って床を構築。ほほ全体が硬質化している。柱穴:中央付近にピットがある。壁周溝:ほぽ

全周するようである。貯蔵穴:検出されなかった。カマド:17号住居跡と切り合う北東側で、ブロック状の

青灰色粘土がまとまって検出されている。おそらくは、この位置にカマドが存在していたものと推測される。

掘り方:全体に床面の高さから 5~ 8 cmの深さで粗雑に掘り込まれている。埋没土の特徴:黒褐色土が埋没

していた。時期:須恵、器蓋の特徴から 8世紀初頭・前半代を想定しておきたい。

遺物出土状態:重複関係が明瞭に把握できず、本遺構に伴うと判断した遺物は須恵器蓋1点のみである。

遺物:須恵器蓋(1 )は内面に返りを有するものである。掲載遺物 1点。

17号住居跡 (遺構:第36・37図、 PL8 遺物:第37図、 PLl6、観察表P49)

位置 :F-4グリッド。重複:16号住居跡を切り、 18号住居跡に切られるようである。 16号住居跡と同ーの

遺構であった可能性もある。主軸方位:不明であるが、北東壁にカマドが存在していたと想定した場合、

N-27
0 -w。平面形態:長方形。規模:推定4.00m x 3.30 m。床面積:13 rri前後。残存深度:64cm。床面:

ロームを貼って床を構築する。柱穴:中央付近にピットがある。貯蔵穴:検出されなかった。カマド:検出
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されなかった。掘り方:遺構周縁を浅い溝状に掘りこんでいる。この掘り方範囲を本遺構の範囲と判断した。

埋没土の特徴:黒褐色土が埋没していた。時期:8世紀中葉と想定しておきたい。

遺物出土状態:埋没土中に散在するような状態で、あった。

遺物:土師器童 1・杯4以上を確認している。掲載遺物3点。

18号住居跡 (遺構:第36・37図、 PL8 遺物:第38図、 PLl6、観察表P49・50)

位置 :F-4グリッド。北東側は耕作により削平されている。重複:16号.17号住居跡を切ると思われるが、

重複関係は明瞭に把握できなかった。主軸方位:不明。平面形態・規模・床面積:不明。残存深度:60cm前

後。床面:班層を床とする。径1.l8mの浅い掘り込みが検出されている。柱穴:ピット 1基がある。貯蔵

穴:検出されなかった。カマド:調査範囲において検出されなかった。埋没土の特徴:黒褐色土が埋没して

いたが、明瞭に把握できなかった。時期:8世紀後半代を想定しておきたい。

遺物出土状態:埋没土中に散在するような状態であった。

遺物:土師器斐 2.杯2以上、ロクロ使用酸化焔焼成の杯 l、須恵器蓋 2を確認している。須恵器聾破片

( 5 )には葉脈状叩きがみられる。掲載遺物5点。

( 2 )集石

1号集石 (遺構:第39園、 PL9 遺物.第40図、 PLl6、観察表P50・51)

位置 :G-3グリッド。検出状態:長軸約 2mx短軸約1.2mの範囲を中心に喋(大半が安山岩)が集中する。

喋に被熱の痕跡は認められないが、周囲には焼士の分布がみられた。集石下に士坑等の掘り込みは確認でき

なかった。また、南側に埋没土中に焼士を含む「焼土ピット」が9基位置するが、本遺構との関連は明らか

ではない。時期:8世紀中葉~後半代を想定しておきたい。

遺物出土状態:集石を検出する段階で、集石の周囲から出土している。

遺物:土師器蓋3以上・台付童脚台部 1.杯5以上、須恵器蓋破片・蓋3以上・坪4以上、管状土錘2を確

認している。須恵器室破片 (11)には葉脈状叩きがみられる。掲載遺物17点。

( 3 )掘立柱建物跡

1号掘立柱建物跡 (遺構:第41図、 PL9)

位置:B-11グリッド。方位 :N-4
0

-E。桁×梁間 2間x2問。桁行:4.12m。梁行:3.92m。柱間寸

法:桁…1.62~2.l4m、梁…1.92~2.20m。柱痕径: 12~18cm。掘り方平面形態:円形。

2号掘立柱建物跡 (遺構・第41図、 PL9)

位置:D-7グリッド。方位:N-26
0

-W。桁×梁間 2間x1問。桁行:3.94m 。梁行 :3.l0m。柱間寸

法:桁…1.64~2.02m 、梁…2.94~3.14m 。柱痕径: 13~18cm。掘り方平面形態:円形。

( 4 )土坑・焼土ピット (遺構:第42・43図、 PL9・10、遺物:第42図、 PLl6、観察表P50)

土坑5基・焼土ピット 9基を当該期の遺構と判断し、各遺構の概要は表1・表2 (P39)に示した。遺物

は18号土坑から須恵器杯が出土している程度である。ここでいう焼土ピットとは、埋没土中に焼土を含むピ

ットを称したもので、先述した 1号集石の南側で検出されている。
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1・暗褐色土 A軽石(径2-10町)を多量に含む。しま

り良い。
2 :黒褐色土黄色軽石(径1-10胴)を多く含む。しま

り良く硬い。
3 :暗褐色土 ローム粒子を多く含む。しまり良く硬い。 くこ〉

5 cm 

。 4m 

。

4 

第6図 E-1号住居跡と出土遺物

n
J
 

1
tよ

20cm 



、4

4 
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A 275.30m A 

5 

1 黒褐色土 白色軽石(径1-5mm)を合量含む。しま

り良い。
2 :黒褐色土 白色軽石(径1-5四)を多く含む。樟色

軽石(径1-3mm)を少量含む。しまり良

し、0

3 黒褐色土黄白色土粒子を少量含む。
4 :黒褐色土 黄白色土粒子をやや多く含む。
5 黒褐色土黄白色土ブロック(径5-30四)及び粒子

を多く含む。

¥ 

∞| 

C 275.20m c' カマド

tF 1 :陪褐色土黄白色粘質土をやや多く含む。2 :暗褐色土黄白色粘質土を多く含む。
3 黒褐色土黄白色粘質土を少量含む。

。 2 m (カマド)
4 m (住居)
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第7図 1号住居跡と出土遺物①
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第8図 1号住居跡出土遺物②
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1 黒褐色土 白色軽石(径2-5田)をやや多く、
ロームプロック(径2-5mm)を多

く含む。しまり良い。

再入 戸建え

。 2 m (カマド)
4 m (住居)

1 黒褐色土炭化材を多量に含む。
2 陪褐色土 ロームプロック(径2-5mm) ・焼土

ブロック(径2-10四)を少量含む。
3 暗褐色土 ロームプロック(径2-5mm)及びロー

ム粒子を多く含み、カマド構築材とみら

れるスサを混入した粘質士をプロック状

(径Z-30mm)にやや多く含む。

4 暗褐色土 ロームプロック(径2-5胴)及びロ
ム粒子をやや多〈、焼土粒子を多く、産

化材を少量官む。

5 :暗褐色土焼土粒子及び炭化材をやや多く古む。

6 :陪褐色土焼土粒子をやや多く、炭化材を多く含む。

7・暗褐色土 カマド構築材。焼土粒子 ロームプロッ

ク(径2-10皿)及ぴローム粒子をやや
多く含む。
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1 日正褐色土 焼土ブロック(径1-3回)及び焼土
粒子を多く含む。

2 暗褐色土焼土粒子をやや多く含む。
3 靖褐色土焼土粒子を少量含む。
4 暗褐色土焼士粒子を多く含み、炭化材をやや多

く古むロ

5 黒褐色土 カマド構築材。ロームプロック(径2

~5mm) をやや多〈含む。

3 

1 黒褐色土 白色軽石(径2-5mm)及ぴロームブ

ロックをやや多〈含む。しまり良い。

2 黒褐色土白色軽石(径2-5rnm)及ぴロームプ
ロックを多く含む。しまり良い。

3 黒褐色土 白色軽石(径2-5叩)をやや多く、

ロームブロック(径2-5嗣)を多量
に含む。しまり良い。

2 m (カマド)
4 m (住居)。
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第14図 2号・ 3号住居跡出土遺物②
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第15図 2号・ 3号住居跡出土遺物③

、吋 ベト

4._ 

A 279.60m 

2 

1 黒褐色土 白色軽石(径2-5rom)を多量に含む。

炭化材(径2-10mm)を少量含む。

Z 黒褐色土 白色軽石(径1-5凹)を多く含む。

3 :黒褐色土 白色軽石(径2-3mm)を多く含む。ロー

ム粒子をやや多く含む。

._A~ 、、、

i 

。
① 
。

カマド

__c__?79.30m C 

J更三五も
l 黒褐色士 ロームブロック(径2-10醐)及1)'ローム

粒子を多く含む。

2・褐色土 粘質士。ロームブロック(径2-5胴)を

やや多〈含む0

3 黒褐色土粘性の強い褐色土粒子(2層と同質)を多

〈含む0

4 暗褐色土 ロームブロック(径2-5mm)及びローム

粒子を多く含むロ

5 :褐色土 粘性の強い褐色土粒子(2層と同質)をや

や多く含む。

6 赤褐色土粘性の強い褐色土粒子(2層と同質)及び

焼土粒子をやや多〈古む。

。

第16図 4号住居跡
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4号住居跡出土遺物第17図

ベ
1 黒褐色土 白色軽石(径2-5阻)を多く含む。しま

9良い。
2 黒褐色土 白色軽石(径2-5皿)をやや多く含む。

しまり良い。
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掘り方

ご子三主主主、
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カマド掘り方

1 暗褐色土黄褐色土粒子を多く含み、焼土プロッ
ク(径]-3皿)を少量含む。しまり
良い。

2・暗褐色土焼土プロック(径]-2mm)を合量含

む。しまり良い。

3 褐色土 黄自色土粒子を多量に含み、焼土ブロ
ック(径2-3 mm)を少量含む。しま

り良い。

4 赤褐色土焼土粒子を多量に含む。しまり弱い0

5 黒褐色土焼土粒子をやや多く含む。しまり且く
硬い。

。 2m 

] :黒褐色土 ロームプロック(径2-20mm)及び白色軽石(径

2-5mm)をやや多く古む。しまり良い。

2 黒褐色土 ロームブロック(径2-20mm)及びローム粒子を

多く含み、白色軽石(径2-5四)を少量含む。

しまり良い。

3 黒褐色土 ロームプロック(径2-2日間)及びローム粒子を

やや多く含み、白色軽石(径2-5町)を少量含

む。しまり良い。

4 黒褐色土 ロームプロック(径2-5mm)及びローム粒子を

やや多く含み、白色軽石(径2-5mm)を少量含

む。しまり良い。

5 黒褐色土 ロームプロック(径2-30mm)及びローム粒子を

多量に含み、白色軽石(径]-5皿)を少量含む。
しまり良い。

6 暗褐色土 ローム粒子を多量に古む。しまり良い。

7 :黒褐色土 ロームプロック(径2-]00四)及びローム粒子
を多量に含む。しまり良い。

8 黄褐色土 ロームプロック(径2-2日Omm)からなる層。

。 4m 

ミ==-3=d

3 

4 

2 

〆~享込入、

。 20cm 

第19図 7号住居跡②と出土遺物①
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第20国 7号住居跡出土遺物②
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B 283.70m ぎ

3 

1 黒褐色土 白色軽石(径 1-5mm)を少量含む。しま
り良い。

Z 暗褐色土焼土粒子をやや多〈含む。

3 :暗褐色土焼土粒子をやや多く含み、黄白色粘質土を

多く含む。

工L
1 黒褐色土黄白色粘質土を少量含む。しまり良い。
2 褐色土 カマド構聾材。黄白色粘質土焼士粒子を

多量に吉台。しまり良い。

3 :褐色土 カマド構築材。粘性強い。しまり良い。

4 黒褐色土黄白色粘質土粒子をやや多く含む。しまり
良い。

5 赤褐色土焼土粒子及び焼土プロック(径2-10mrn)

を多量に含む。しまりやゃあり。

6 "赤色土 カマド構築材の黄白色粘質土が焼土化した

もの。

カマド

叫

_Q_‘ 283.60m 

。 2 m (カマド)~
4 m (住居)

2 6 

第21図 8号住居跡

ワ白ワム】

ミ三1二j

5 。 20cm 

3~ 

1 黒褐色土 ローム粒子を少量含む。
2 :黒褐色土 ロームブロック(径2-5mm)をやや多く含む。

3 暗褐色土 ロームブロック(径2-5皿) ・ローム粒子を多
量に、 yp (径2-5m聞)を少量含む。

4 :暗褐色士 ロームプロック(径2-5mm)を多く、ローム粒
子をやや多く、 yp (径2-5胴)を少量含む。
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1 :黒褐色土 白色軽石(径2-3田)をやや多〈含む。
しまり良い。

2 暗褐色土 黄白色粘質土粒子及びプロック(径2-10
四)をやや多く含む。しまり良い。

3 :暗褐色土黄白色粘賀土粒子及びブロック(径2-10
mm)を多量に含む。しまり良い。
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第23図 9号住居跡①
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1 :黒褐色土粘土ブロック(径2-1umm)及び焼土

粒子を多〈古む。

2 黒褐色土 粘土フ・ロック(径2-10皿)及び焼土

粒子をやや多く含む。

貯蔵穴

寸

2 黒褐色土

3 黒褐色土

1・黒褐色土

4 :黒褐色土

ド 5 黒褐色土
くD

6 黒褐色土

7 黒褐色土

8 灰褐色粘質土

。

白色軽石(径2-5四)をやや多
く含む。

白色軽石(径2-5四)をやや多
く含み、ローム粒子を多く含む。

白色軽石(径2-5皿)を多量、
砂粧をやや多く含む。

白色軽石(径2-5皿)をやや多
く含む。

白色軽石(径2-5rnm)を多く、

ロームフロックを(径2-lOmm) 
を少量含む。

焼土粒子を多く含む。

灰褐色粘質土粒子を多く含む。

4m 
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E' 
カマド

I 黒褐色土 白色軽石(径2-5mm)を多く含む。

2 黄褐色土 粘性のある土質。カマド構築材。

3 黄褐色土 粘性のある土質。被熱したカマド構築材。焼

士ブロック(径2-5 mm) 黄白色粘土ブロ

ック(径2-lOmm)を多く含む。
4 赤褐色土 焼土ブロック(径2一江田)及び焼土粒子を

多量に含む。しまりあまりない。

5 : ~年暗褐色土焼土フロック(径 2-5mm) 及び焼土粒子を
多量に含む。

6 赤褐色土 カマド構築材の黄褐色土に焼土粒子が多量に

混入したもの。

7 赤褐色土 8層が焼土化したもの、または内壁のくずれ。

8 黒褐色土 灰褐色粘質土粒子及ぴフロック(径2-5mm} 

を多量に含む。

9 黒褐色土 黄白色シルトフロック(径2-5胴)亙ぴ焼

士粒子を多く含む。

10 褐色土 ロームプロック(径2-5mm)及びシルト質

土フロック(径2-5 mm)を多量に含む。
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第25図

可l

カマド

1 :黒褐色土 ローム粒子 yp (径2-5mm)をやや多く含む。

2 黒褐色土 ローム粒子 yp (径2-5mm)を多く含む。

3 暗黄褐色土 ロームブロック(径2-10皿) ローム粒子を多

量に含む。

4 暗黄褐色土焼土粒子・ローム粒子を多量に含む。
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「叫 3

掘り方

1 黒褐色土 白色軽石(径2-5園田)を多く含む。

2 婿褐色土 ローム粒子・ロームプロック(径2-10皿)

を多量に含む。

3 黒褐色土 白色軽石(径2-3m田)を少量、ローム粒

子をやや多く含む。

4 :暗褐色土ローム粒子 ロームプロック(径2-5凹)

をやや多く含む。

5 :iJF黄色土 ローム粒子の焼土化したもの。カマド構築

材のくずれか。

6 黄白色土 シルトか。きらきらした土。
7 赤褐色土焼土ブロック(径2-5mm)を多量に含む。
8 黄褐色土 ロームブロック(径2-3阻)による貼床。

硬い。

9 黒褐色土 ロームプロック(径 2-羽田)を多量に古
む。貼席。やや硬い。

10:黄褐色土 ロームプロック(径2-30凹)からなる。

11:黄褐色土 ロ←ムプロック(径2-10皿)及びローム

粒子からなる。

12 :黄褐色土 ロームブロック(径2-10皿)をやや多く、

ローム粒子を多量に、炭化材 焼土粒子を

少量含む。

13 黄褐色士 ロームプロック(径2-10mm) ・ローム粒

子をやや多く含む。
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1 黒褐色土白色軽石(径2-3
回)を少量含む。

2 :黒褐色土焼土粒子を多く含む。

3 赤褐色土焼土粒子を多量に含
む。焼土ブロック

(径2-3皿)をやや
多く含む。

4 黒褐色土 ロームブロック(径

2 -lOmm)を少量含
む。

第27図
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貯蔵穴

焼土ブロック(径2-5mm)及ぴ袖質
土(黄白色土)粒子を多く含む。

てv
1 黒褐色土

11号住居跡と出土遺物

∞ 

1 黒褐色土 白色軽石(径2-5皿)をやや多く古む。
2 黒褐色土 白色軽石(径2-5叩)を少量含む。
3 黒褐色土 ロームプロック(径2-5叩)を少量含む。
4 :黒褐色土 白色軽石(径2-5皿)を多く含む。
5 黒褐色土 白色軽石及び焼土ブロックを少量含む。

6 赤黒褐色土焼土ブロック(径2-5凹)N.e出土粒子
を多〈含む。

焼土ブロック(径2-5剛)及び焼土粒子
を多量に古む。カマド構築材とみられる焼

土化したローム(硬い)を多量に含む。

焼土粒子をやや多く含む(掘り方か)。

1{) 

7 赤褐色土
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1 :黒褐色土 白色軽石(径2-5醐)をぞや多く含む。

2・黒褐色土 白色軽石(径2-5mm)を多く、ロームプ
ロック(径2-5rnm)を少量含む。

3 黒褐色土白色軽石(径2-5 mm) ローム粒子をや

や多く古む。

C C 

カマド ーへJ
。 4m 

4 :黒褐色土 白色軽石(径2-5rnm)をやや多く、ロー
ム粒子を多く含む。

5・黒褐色土 白色軽石(径2-5凹)をやや多く、焼土
ブロック(径2-3 mm)を少量含む。

6 :黒褐色土 白色軽石(径2-5回)N.U焼土プロック
(径2-3mm) ・焼土粒子をやや多く含む。

ー」
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第31図 14号住居跡と出土遺物①
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そとな
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20cm 

3号住
掘り方

7 暗褐色土粘性の強い暗褐色土を多量に含む。

8 :事褐色土焼土ブロック(径2-5mm)及ぴ焼土

粒子を多量に含む。

9 黒褐色土焼土ブロック(径2-5四)及びロー

ム粒子を多量に含む。

10・黒褐色土 ロームプロック(径2-5皿)N.Uロ
ーム粒子を多く含む。

11:暗褐色土焼土ブロック(径2-5凹)及ぴ粒
子・ロームプロック(径2-5 mm)及
びローム粒子を多量に吉む。

12 暗褐色土焼土プロック(径2-5mm)及び粒
子 ロームブロック(径2-5醐)及
びロ←ム粒子をやや多く含む。
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焼土粒子をやや多く含む。

焼土ブロック(径2-3mm) ・焼土粒子を
多く含む。

粘性強い(カマド構築事材、)。焼土ブロッ

ク(径2-3耐)をやや多く古む。
4 : !IF褐色土焼土ブロック(径2-5mm) 焼士粒子を

多量に含む。
5 :赤色土 瀧土層。

6 赤黄色土 ローム粒子・焼土粒子(焼士化したローム)

をやや多く含む。

カマド構築材。ローム粒子を少量含む。

誕県?
1 褐色土
2 褐色土

1 :黒褐色土 白色軽石(径2-5mrn)を多く含む。
2 黒褐色土 白色軽石(径2-5剛)をやや多く含む。

3 黒褐色土白色軽石(径 2~5rnm) ロームプロック
(径2-5皿)をやや多く古む。

4 黒褐色土 白色軽石(径2-5mm) ローム粒子をや
や多く含む。

3 褐色土

7 褐色土

2 m (カマド、
4 m (住居)。

15号住居跡①
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匿事民 石組施設

1白黒褐色士 白色軽石(径 2~ 5 mm)を多く含む。

Z 黒褐色土 白色軽石(径2-5珊)をやや多く含む。

。 2 m (石組施設)
4 m (掘り方)
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1 ;暗褐色土 ロームブロック(径2-5四)及びローム粒
子を多量に含む。 企 276.40m

2 暗褐色土 ロームブロック(径2-10阻)及びローム粒
子を多く含む。

3 ;黒褐色土 ロームプロック(径2-5町)を多く吉む
(鮎床)。

4・黒褐色土 ロームプロック(径2-20mm)を多く含む。
5 黒褐色土 ロームブロック(径2-10町)及びローム粒

子を多量に含む(貼床)。
6 赤陪褐色土焼土プロック(径2-5剛)を多く含む。 自
7 黒色土 ロームブロック(径2-30mm)を多く含む。
8 ;黒色土 ロームブロック{径2-20皿)を多量に含む。
9 ;暗褐色士 ロームプロック(径2-10皿)及び粒子を多

く含む。
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B 丘
1 黒褐色士 白色軽石(径2-10mm)を多量、ロームプ

ロック(径2-IOmm)を多く含む。

2 黒褐色土 白色軽石(径 2~lOm皿)を多量、ロームプ
ロック(径2-10.，)を少量含む。

3 :黒褐色土 白色軽石(径2-1umrn)を多量に含む。
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十 粒子を少量含む。
ー立褐色土ローム ク(径 2~5mm)1 :R日 ロームプロッ

2 暗褐色土 ローム粒子を少量含台。-5 mm)を

ムブロック(径2 を少量3 暗褐色土 やロやー多〈含み、ローム粒子

含む。

iミ。
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1 :婿褐色土 ローム粒子を少量含む。

2 暗褐色土 ロームプロック(径2-5皿)・ローム

粒子を少量含む。

五@ @正
2号掘立柱建物跡。|わ、 h 

Aι A 279.90m 
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メ 15号土坑

A' A 

ム
ム276
1
.90m . A 

て与てつ
A 283.70m 

プ区長 1・暗褐色士 黄白色土粒子をやや多く含む。

2 黄白色土黄白色ブロック(径5-20mrn)及び黄
白色土粒子からなる層。

b 

I 黒褐色土 B軽石(径2-5叩)を多く含む。
Z 黒褐色土 B軽石(径 2~5mm) を多く含む。焼土フ

ロック(径2-3叩)を少量含む。しまり
良い。

3・黒褐色土 農化材を多量に古む。

4 :黒褐色土黄色軽石を少量古む。
5 黒色土 ローム粒子をやや多く含み、焼土粒子を多

〈含む。
ぜ ~18号土坑

11 11 A 

~ 17号土坑江。五
A 277.60m t正

て二戸ア

1 黒褐色土焼土粒子を少量含み、炭化材をやや多
く含む。

庁て2

1 暗褐色土 褐色軽石を少量含む。
2・黄白色粘土プロック

4m 

第42図土坑と出土遺物

¥区
1 黒褐色土焼土プロック(径2-5回)亙ぴ炭化判

(径2-5mm)を多く含む。
2 :黒褐色土焼土プロック(径2-5mm)及び炭化材

(径2-5阻)をやや多〈含む。
3 :暗褐色土焼土プロック(径2-5田)及び炭化材

(径2-5mrn)を少量含む。

マ
B B' 

1 黒褐色土焼土プロック(径2-3四)を少量、白色
軽石(径2-5四)を多く含む。

2 :黒褐色土焼土プロック(径2-3阻)空沙量、白色
軽石(径2-5rnm)をやや多く青む。

3 黒褐色土焼土粒子を少量含み、しまりよく硬い。 c@♀ 事ア

L ._c二、ζv 1 黒褐色土焼土プロック(径2-3田)及び焼土粒子
をやや多く含む。 。
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第5節中世

1号溝(第45図、 PLlO)は70m以上を確認している。調査区南西部において鍵の手状に屈曲する。調査

区の地形から判断して水路等の可能性は考えにくく、区画的な性格が想定される。

土坑は、円形・楕円形基調のもの(第45図、 PL9・10)と溝状(第46図、 PLlO)とがある。各土坑の概要

は表3 (P39)に示した。

1111 
1111 

、氏

a 
I 

A 278.30m ) '9 A 

ご「一一~ミピ 2メ=ミ7-II
i 、--.j__ ‘恥一戸'ーー、~ー一一、=、、m

E 政 4'一一一一山

。 2m 

I 表土 耕作土。盛り土。

E 表土 B軽石純層。
皿表土 黒色土。

百:表土 暗褐色土。

暗褐色土 B軽石(径2-5回)を多量に含む。 I!~ ¥ 
暗褐色土 B軽右(径2-5mm)を大量に含む。 Ui. 
3 :黒褐色土 B軽石(径2-5mm)を多く含む。 日
暗褐色土 2層と同質でさらにB軽石(径2-]0 111 

f 
1号溝 j j 

-ーーぅ語教I

。

/~12f ~Z.十

土坑 ~OÁ 

---c二:.;t:'i

0
2
 

1 暗褐色土 B軽石が堆積する(径2-10mm)。

1 暗褐色土 E軽石(径2-]0問)を多量に含む。

3号土坑4A04メrk
..8. 275.75m .fl_ . J ー'" ~ ¥¥ )}'~ 

三ヌミ女ご 、ゴ'
》 企276.90m .A' 

(ド)誌なL。 ァー
l 暗褐色土 B軽石(径1-5rnm)を多量に含む。

一伊
坑 A(UA

6号誠司、

-f ACち 4

~ー---ー~一一

ム276.11m ぶ

、手ι
] :暗褐色士 B軽石(径1-5mm)を多量に含む。

] :培褐色土 E軽石(径1-5mm)を多量に含む。

リ
リ
川
町 J号ち?己益

..8..27τ20m 

~ .. ~o号土坑
正 9号土r:.O(Q)正

¥ory こ三で 1テ=-ー
1 暗褐色土 B軽石(径1-5mm)を多量に含む。 ] .暗褐色土 B軽石(径]-5叩)を多量に含む。

/町一
土坑企む〉五 ごム(Q}A
..8..276.40m .li. 

4 手;;z::..1
2 

1 : B~褐色土 B軽石(径1-5mm)を多量に含む。
2 暗褐色土 B軽石(径 1-5冊)を多量に含む。

てエニァ
1 暗褐色土 B軽石(径]-5四)を多量に含む。

20m 。 4m 
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暗褐色土 E軽石(径 1-5mm)を多量に含む。
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22号土坑
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21号土坑

ム279.70m .A 
-----=干-

l 暗褐色土 E軽石(径)-5醐)
を多量に古む。

19号土坑

。もA.279.70m .A._ 

~匂二...-

1 暗褐色土 B軽石(径1-5mrn)を多量に含む。
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33号土坑

A.275.IOm ..!I. 
一丈二三子二 l

l 暗褐色士 B軽石(径 )-5mm)を多量に含む。
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27号土坑
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25号土坑
A276.60m 

A 279.70m A 

一六弓二r- 20号土坑

暗褐色土←)時量的今

A 

B' 

24号土坑

A275.90m .A一

六ミコー
) :暗褐色土 B軽石(径)-5皿皿)を多量に古む。

30号土坑

、ψ¥
iζ A 

-A: 

29号土坑

企 276.50m ム
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B B 

34号土坑

32号土坑
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も
A
一31号土坑

五 27650m
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A_275.IOm 1( 

ーにこ二文士lA 一¥一一ノー

) :暗褐色土 B軽石(径)-5凹)
を多量に含む。

) :暗褐色土 B軽石(径)-5盟国)
を多量に古む。¥____r 4m 。
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表1 奈良・平安時代土坑一覧

遺構番号 位置 平面形態 規模 (m) 残存深度 出土遺物/備考

11号土坑 C-11 長方形 1.66 x 0.99 57cm 埋没土に焼土・炭化材を多く含む。

15号土坑 H-4 不楕円形 1.13 x 1.02 14cm 底面に粘土が貼られていた。

16号土坑 H-4 不楕円形 0.55 x 0.51 58cm 埋没土に炭化材を少量含む。

17号土坑 H-4 不楕円形 0.58 x 0.38 7cm 

18号土坑 1 -5 楕円形 1.04 x 0.86 14cm 須恵、器坪1点出土。埋没土に炭化材を多く含む。

表2 焼土ピット一覧

遺構番号 位置 平面形態 規模 (m) 残存深度 出土遺物/備考

1号焼土ピット H-4 楕円形 0.50 x 0.38 59cm 

2号焼土ピット H-3 楕円形 0.64 x 0.46 

3号焼土ピット H-4 楕円形 0.34X 0.26 

4号焼士ピット H-4 楕円形 0.64 x 0.58 30cm 

5号焼土ピット H-3 楕円形 0.56 xO.52 34cm 

6号焼土ピット 1 -4 楕円形 0.42 x 0.34 

7号焼土ピット H-3 円形 0.30 x 0.28 

8号焼土ピット 1 -3 不整形 0.66X ー

9号焼土ピット 1 -3 (円形) 一× トレンチによって削平される。

表3 中世土坑一覧

遺構番号 位置 平面形態 規模 (m) 残存深度 出土遺物/備考

1号土坑 1 -2 円形 0.60 x 0.54 8cm 浅間B軽石二次堆積。

2号土坑 J -2 円形 0.74X 0.72 16cm 埋没土に浅間B軽石多量に含む。
3号土坑 H-4 円芳三 0.92 x 0.88 22cm 埋没土に浅間B軽石多量に含む。

4号土坑 1 -4 円形 0.86 x 0.76 8cm 埋没士に浅間B軽石多量に含む。

5号土坑 1 -3 楕円形 0.69 x 0.56 7cロ1 埋没土に浅間B軽石多量に含む。

6号土坑 1 -3 溝状 1.98 x 0.62 11cm 埋没土に浅間B軽石多量に含む。

7号土坑 H-4 円形 0.87 x 0.84 12cm 埋没土に浅間B軽石多量に含む。

8号土坑 H-4 円形 0.90 x 0.87 6cm 埋没土に浅間B軽石多量に含む。

9号土坑 H-4 楕円形 0.56 x 0.54 26cm 埋没土に浅間B軽石多量に含む。

10号土坑 H-4 楕円形 0.37 x 0.31 47cm 埋没土に浅間B軽石多量に含む。

12号士坑 1 -4 円形 0.76 x 0.72 12cm 埋没土に浅間B軽石多量に含む。

13号土坑 1 -3 円形 0.66 x 0.62 18cm 埋没土に浅間B軽石多量に含む。

19号土坑 D-7 i茸状 1.82 x 0.35 6cm 埋没土に浅間B軽石多量に含む。配石あり。

20号土坑 D-7 溝状 3.54X 0.37 6cm 埋没士に浅間B軽石多量に含む。

21号土坑 E-7 溝状 2.54XO.34 3cm 埋没土に浅間B軽石多量に含む。

22号土坑 D-7 不長方形 0.70 x 0.38 2cm 埋没土に浅間B軽石多量に含む。

23号土坑 G-4 楕円形 0.86 xO.41 17cm 25号・ 26号土坑と重複。

24号土坑 H-3 溝状 1.62 x 0.34 22cm 埋没土に浅間B軽石多量に含む。

25号土坑 G-4 不整形 0.98 x 0.94 13cm 23号・ 26号土坑と重複。

26号土坑 H-4 不明 不明 不明 23号 .25号土坑と重複。

27号土坑 H-4 帯状 1.29 x 0.39 7cm 埋没土に浅間B軽石多量に含む。

28号土坑 H-4 不長方形 0.76 x 0.21 29号土坑と重複。

29号土坑 H-4 不整形 1.83 x 0.37 20cm 28号土坑と重複。

30号土坑 H-4 長方形 0.91 XO.38 8cm 

31号土坑 G-4 長方形 0.93 xO.39 16cm 

32号土坑 D-8 溝状 3.86 x 0.46 13cm 埋没士に浅間B軽石多量に含む。

33号土坑 1 -3 溝状 1.68 x 0.32 17cm 埋没士に浅間B軽石多量に含む。

34号土坑 J -4 不明 不 明 不明 埋没土に浅間B軽石多量に含む。1号溝と重複か。|
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第6節遺構外出土遺物

本節では、遺構外から出土した遺物・表採遺物・各遺構に紛れ込んで出土した遺物を扱う。

縄文時代 (第48・49園、 PLl7・18)

土器は、早期後葉から晩期末葉のものがある。

早期では、条痕文系土器(1・2)が東地区北端のトレンチから出土している。茅山下層式とみられる。

前期では、黒浜式(3 )、諸磯a式(4・5)土器が出土している。中期では、中葉の勝坂・阿玉台式土器

( 6・7・8)、後葉の曽利式土器(9 )が東地区北端のトレンチから出土しているほか、加曽利E式土器

(10) が表採されている。後期では、初頭期の称名寺 2 式土器 (11) がある。 12~17は晩期末葉の土器で、

12にはB突起と称される 2個の癌状突起があり、大洞A'式併行期と判断される。 17の底部には網代痕がみ

られる。

石器 (18~26) には、凹石・磨石・スクレイパー・打製石斧・石匙・決状耳飾りなどがある。

奈良・平安時代 (第49・50図、 PLl8)

28~41 ・ 45が当該期の遺物で、おおむね住居跡等から出土しているものと同様である。 28は上野型有蓋短

頚壷の蓋である。また、葉脈状叩きのある須恵器聾片が数点出土している。ほかに管状土錘 (45)がある。

また、 G-3グリッドには遺物が集中する地点がみられた。本来は、住居跡が存在していた可能性があり、

発掘調査時には13号住居跡としていたものであるが、明瞭なプランが把握できず出土遺物はG-3グリッド遺

物集中地点出土遺物(第47図、 PLl7)として掲載した。蓋は「コ」の字状口縁を呈するものである。

中・近世 (第50図、 PLl8)

42~44の内耳鍋・陶器のほか、 46~56の古銭がある。 49の「寛永通宝」のほかは、渡来銭でほとんどが奈

良・平安時代の埋没土上層に紛れ込んでいたものである。

このほか、櫛描波状丈を施した樽式系の壷片 (27)がある。

、、、

¥
¥
 

// 1 2 

3 。 20cm 

第47図 G-3グリッド、遺物集中地点出土遺物
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遺物観察表
〈略号〉にぶ…にぶいオ…オリーブ繊…繊維長…長石英…石英角…角閃石白…白色粒赤…赤褐色粒

粗砂…粗砂粒(粒径2-5 mm) 微砂…微砂粒結片…結品片岩雲-雲母黒…黒色粒
※(  )内数値は推定催。

E-1号住居跡 (第6図、 PL11) 

番号 器種
器高・口径・底径(cm)

器形・成形・整形等の特徴
¢色調 ②焼成 ③胎士

残存 器厚(cm) ④注記①備考

. (27.9) 平縁日縁と想定される。服部膨らみ、内傾気味に口
①にぶい黄櫨lOYR6/3

1 深鉢 1/4 0.9 
縁部に至る。地文はRL縄文。半蔵竹管状工具によ

②良好①繊・長・英・白-赤
る平行沈線を口縁部と括れ部に横位施文し、その間

胴部最大径 (34.1) に平行沈線を IXJ状に施し、交点には円を描く。 ④1-4⑤図上復元

2 石匙 長さ:4.2 残幅:6.5 厚さ:1.2 残重:26.8 g 石材:頁岩 ④一

3 石箆 長さ:5.2幅:4.7 厚さ・1.3 重さ:28.4g 石材:頁岩 ④ 3 

4 石錐 残長:2.0 残幅:1.2 厚さ:0.3 残重:15.4 g 石材:チャート ④一

1号住居跡 (第7・8図、 PL11) 

番号 器種
器高・口笹・底径(cm)

器形・成形・整形等の特徴
①色調 ②焼成 ①胎土|

残存 器厚(cm) ④注記 ①備考

土師器
一・ (21却・ー 口縁部、外反する。鍔は断面三角形で、やや上 ①にぶ黄桂10YR6/4②酸

1 
羽釜
1/4 0.6 向きに突出する。外面、胴部ヘラ削り。内面、 化①粗砂・長・英部・角煤④空カ垂~I
胴部最大径 (24β) 胴部横ナデ。口縁部、内外面とも横ナデ。 -71①外面胴部一

土師器
一・ (24.0) ・ー 口縁部、内傾し、端部が弱くナデ凹む。鍔は断面 ①明黄褐色10YR6/6②酸|

2 上半部片 0.6 三角形で上向きに突出する。外面、胴部ヘラ削り 化(I砂磯・長・英・角④カ10
羽釜 後、鍔周辺及び口縁部を横ナデ。内面、横ナデ。 ①下方の器厚薄い (0.4cm)I 

3 
須恵器 一・ (23.6) ・ー ロクロ右回転。口縁部外反し、端部は外方に突 ①灰色5Y6/1②還元①長・

斐 口縁部片 0.8 出する。 英・黒CD1①歪み激しい

4 
須恵器 一・ (31却・ー ロクロ右回転。口縁部外反し、端部は下方に延 ①オ灰7.5Y6/2②不完全な|

護 口縁部片 0.6 ぴ、口唇部に一条の沈瀧が巡る。 還元③粗砂・長・英④一

須恵器 ロクロ右回転。肩部は鋭い稜を持ち、口頭部は短 ①灰10Y5/1②還元①砂
5 
短頚査 口縁部片 0.5 く外反し、端部直立気味となる。肩部径推定12.6cm。粒・長・英④一

灰粕陶 6.5・ 16.0 . 7.8 ロクロ左回転。体部丸みを持って張り、身が深 ①灰7.5Y6/1，粕調はオ灰

6 器
112 0.5 い。口縁部内側に凹線が一条巡る。底部、回転 10Y6/2②還元①粗砂・

糸切り後ナデ調整。高台は高めで、断面長方形 長・黒④虎渓山 1号窯式
塙 を呈する。漬け掛け施利。

7 
須恵器 . (18.0) ・ ロクロ成・整形。口縁部、外反する。 ①灰5Y7/2②還元①粗砂・

椀 口縁部片 0.5 長・石・黒④一⑤図上復元

須恵器 . (7.0) ロクロ成・整形。底部、回転糸切り後、周縁部 ①灰5Y6/1②還元
8 
杯 底部片 0.4 を回転ヘラ削り。 cr徽砂・英・黒④

2号住居跡 (第10図、 PL12)

番号 器種
器局・口径・底径(cm)

器形・成形・整形等の特徴
①色調 ②焼成 ③胎土

残存 器厚(cm) ④注記~備考

26.0・ 19.7 ・2.5 ロクロ使用。口縁部は崩れた「コ」の字状。外面、 ①にぶ撞7.5YR7/4②酸化

1 棄 3/4 0.4 
肩部以下を縦ヘラ削り。内面、口縁部横ナデ、胴 ③長・英④カ1・4、2・
上半木口状工具によるナデ、胴下半縦方向ヘラナ 3H31①外面ほぽ全体に

胴部最大径 20.4 デ。底部小さめで、わずかに平底部をつくる。 煤付着・内面底部に焦げ

小形ロ 13.2・ 13.1・ 7.9 ロクロ右回転。口縁部、短く外反する。底部、 ①控5YR6/6②酸化①長・
2 
クロ蓋 4/5 0.6 回転糸切り無調整。胴部最大径15.0cm。 英・角・赤④カ、 2・3H29

須恵器 3.5・(12.4) ・5.6 ロクロ右回転。底部欠損するが、切り離し後に
①灰白5Y8/1②還元やや

3 
杯 低い高台が貼り付けられる。

不良③徴砂・長・石・黒
1/4 0.5 ④カ 3①内面に煤付着
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2号・ 3号住居跡 (第13~15図、 PL12・13)

番号 器種
器高・口径・底径(cm)

器形・成形・整形等の特徴
①色調 ②焼成 ①胎土

残存 器厚(cm) ④注記①備考

聾
- . . 18.5 外面、粗雑なヘラ削り。内面ヘラナデ、下半ナ ①黄灰2.5Y6/1①酸化③粗

1 
胴部1/3 1.2 デ。最大径推定37.1cm。 砂・赤④1 ・ 69~ 器面荒れる

一. 21.6 . - 口縁部「くJの字状に外反して聞く。外面、胴 ①にぶ黄2.5Y6/4②酸化①
2 護 底部欠損 0.5 部上半ロクロを使用したナデ、下半艇位ヘラ削 粗砂・長・英・赤④4・9・

胴部最大径 23.6 り後部分的にナデd 内面ヘラナデ。 60・63([外面上半に煤付着

. (23.0) ・ 口縁部「く」の字状に外反。外面、口縁~肩部 ①浅黄2.5Y7/4②酸化
3 護 口縁~胴部片 0.6 はロクロを使用したナデ、胴部はヘラ削り後部 ①長・英・角④3Hカ・

胴部最大径 (24.6)分的にナデ。内面、胴部は木口状工具ナデ。 25.28 

一・ (21.1) ・一 口縁部、崩れた「コjの字状。外面、口縁~肩 ①にぶ控7.5YR7/4①酸化
4 蓋 口縁~胴部片 0.5 部はロクロを使用したナデ、胴部はヘラ削り後 ③粗砂・赤・白④2H

胴部最大径 (23.4) ナデ。内面、胴部は木口状工具ナデ。 カ.33 

一・ (22.1) ・一 口縁部、崩れた「コ」の字状。外面、口縁~肩 ①にぶ黄櫨10YR7/41①酸化
5 蓋 口縁~胴部片 0.7 部はロクロを使用したナデ、胴部縦位ヘラ削り。 @砂磯・長・英・赤018①

胴部最大径 (24.7)内面、胴部ヘラナデ。 外面胴部部分的に煤付着

6 小形蓋
10.6・11.8 ・8.4 ロクロ使用。口縁部「く」の字状に外反して開 ①にぶ黄撞10YR7/4②酸
1/2 0.4 く。底部、回転糸切り。肩部に最大径12.9cm。 化③長・英・角④2Hカ

須恵器 一. . 11.6 ロクロ左回転。底部回転糸切り無調整。最大径 ①灰N41①還元①砂磯・
7 
短頚壷 口縁部欠損 0.6 21.8cm。 長・英・黒①2Hカ・14・23他

8 
須恵器 4.1・ 16.9 ロクロ成・整形。天井部、回転ヘラ削り、環状 l①灰白2.5GY8/1②還元①
蓋 4/5 0.5 つまみ貼りつけ。口縁端部は短く下方に折れる。 微砂④46①つまみ径4.lcm

須恵器 一. . - 外面、肩部周縁に櫛歯状工具による斜位の列点 ①暗青灰5B4/1②還元
9 
長頚壷 肩部片 0.6 刺突丈を巡らせる。 ①長・英・黒④一

10 
須恵器 5.6・ 15.2 . 6.5 ロクロ右回転。口縁端部わずかに外反。底部回 ①青灰5B5/1②還元③粗
塙 '7う己I凡乙少4 0.5 転糸切り後、高台貼り付け。 砂・長・英・黒④7

11 
須恵器 5.4・ 14.1 . 6.0 ロクロ左回転。底部回転糸切り後、高台貼り付 ①灰白N71②還元①長・
域 ほほ完形 0.6 け。①内面ほほ全体及ぴ外面一部に煤付着 英・黒④56

12 
須恵器 5.1・ 15.2 . 6.9 ロクロ右回転。底部回転糸切り後、高台を貼り ①灰白7.5Y8/1②還元
域 一部欠損 0.7 付けるがやや粗雑。⑤内面一部に煤付着。 ③粗砂・長・英・角④20

13 
須恵器 5.6・ 15.8 . 7.0 ロクロ右回転。底部回転糸切り後、高台を貼り ①灰N61②還元①粗砂・
境 213 0.5 付けるがやや粗雑。 長・英・角④68・2Hカ

14 
須恵器 6.0・ 16.0 . 6.5 ロクロ右回転。口縁端部、わずかに外反。底部 ①灰白7.5Y8/1①還元
域 2/3 0.5 回転糸切り後、高台貼り付け。 a:砂喋・長・英・角④~I

15 
須恵器 5.2・ 13.8 . 6.0 ロクロ右回転。器形歪む。口縁端部外反する。 ①灰白町6/1C?:還元①長・|
境 ほほ完形 0.5 底部回転糸切り後、高台を粗雑に貼り付ける。 英・黒④13①一部煤付着

16 
須恵器 3.4・ 12.8 . 6.0 ロクロ左回転。体部は直娘的に聞き、口縁端部 ①灰白7.5Y8/1②還元①粗
杯 5/6 0.4 わずかに外反。底部回転糸切り無調整。 砂・長・英・黒④24・34他

17 
須恵器 4.0・ 12.3 . 5.4 ロクロ右回転。口縁端部外反する。底部回転糸 ①青灰5B5/1②還元③砂
杯 4/5 0.4 切り後、周縁部ヘラ削り。 際・長・英・黒④8・56

18 
須恵器 3.7・ 12.8 . 5.5 ロクロ右回転。口縁端部外反する。底部回転糸 ①青灰田5/1②還元
杯 2/3 0.5 切り無調整。 cr砂喋・長・英・黒④20

19 
須恵器 3.6・ 13.9 . 6.4 ロクロ右回転。口縁端部わずかに外反する。底 ①灰白7.5Y7/1②還元
杯 1/2 0.4 部回転糸切り後、周縁部ヘラ削り。 ③粗砂・長・英・黒④30

20 鉄製品 残長:8.6 上部幅:2.5 厚さ:0.6 残重:13.8 g 備考:鉄鉱か

21 鉄製品 残長:7.5 茎径:0.7 残重:40.5 g 備考:紡錘車と思われるが錆化激しく詳細不明。
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3号住居跡 (第12図、 PL13) 

番号 器種
器高・口径・底径(cm)

器形・成形・整形等の特徴
①色調 ②焼成 ①胎土

残存 器厚(cm) ④注記 ①備考

土師器
一. 21:2 ・- 「コ」の字状口縁。外面、口縁部横ナデ、胴部ヘ ①明赤褐5YR5/6②酸化①

1 
窒
口縁~胴部1/3 0.3 ラ削り。頚部上側は 1~ 2条の回線状になる。 長・英・角・赤④カ 6・13・
胴部最大径 (22.5) 内面、口縁~頚部横ナデ、胴部ヘラナデ。 14・17・18・30・37・38他

須恵器 一. . (7.3) ロクロ右回転。底部、ヘラ起こし後ヘラ削り。 ①灰N5/②還元③長・
2 
杯 底部片 0.4 英・白・黒④

3 
須恵器 2.7・ (13.3) ・7.6 ロクロ右回転。体部浅い。口縁部わずかに外反。 ①灰N6/②還元①長・
杯 1/2 0.4 底部、回転糸切り無調整。 英・白・黒④カ、2・3H49

4号住居跡 (第17図、 PL13) 

番号 器種
器高・口径・底径(cm)

器形・成形・整形等の特徴
①色調 ②焼成 ①胎土

残存 器厚(cm) ④注記 ①備考

1 
土師器 一・ (21.2) ・一 口縁部、外反して聞く。外面、口縁部横ナデ、胴 ①明赤褐5YR6/6②酸化
警 口縁~胴部片 0.3 部ヘラ削り。内面、ヘラナデ後に口縁部をナデ。 ③長・英・黒④16・18

土師器 . (37.3) ・
胴部は直線的に聞き、口縁部は水平方向に折れる。 ①にぶ赤褐5YR5/4②酸

2 
甑 胴上半部1/3 0.7 

外面、口縁部横ナデ、胴部縦位ヘラ削り。内面、口 化③結片・長・英・赤④

縁部横ナデ、胴部横位ヘラナデ後疎らにヘラ磨き。 1・3・5・6・7・23f也

士師器 一. . (9.6) 無底式。外面、縦位ヘラ削り。内面、木口状工 ①灰褐7.5YR412②酸化①
3 
甑 下半部片 0.6 具ナデ。 結片・長・英④11

4 
土師器 4.0・ 11.7 .8.5 底部は丸底気味で、体部下端に弱い稜。口唇部は丸 ①浅黄櫨10YR8/4②酸化
杯 ほほ完形 0.7 みを帯びる。外面ナデ底部ヘラ削り。内面横ナデ。 ①英・赤・黒④12

須恵器 一. . - 外面、平行叩き+葉脈状叩き。内面、同心円文。 ①灰白N7/②還元③微
5 
蓋 胴部片 1.1 砂・英・黒④一

須恵器
一・ (18.6) ロクロ成・整形。水平な天井部から、わずかに内湾 ①灰白5Y8/1②還元①

6 
蓋
1/6 0.5 し、口縁部は短く横に延びた後、下方に折れる。外 長・英・黒④一⑤図上復

面、天井部回転ヘラ削り、浅い2条の凹線が巡る。 フじ

須恵器
3.8・ 12.5 .6.3 

ロクロ右回転。体部、内湾気味に聞く。底部回
①灰N4/，内面・底部は

7 
杯
2/3 0.5 

転糸切り無調整。
灰白2.5Y812②還元③微

一 砂・黒④8・9

7号住居跡 (第19・20図、 PL13)

番号 器種
器高・口径・底径(c皿)

器形・成形・整形等の特徴
¢色調 ①焼成 ①胎士

残存 器厚(cm) ④注記 ①備考

土師器 一. . (8.0) 小さめの底部から内湾気味に立ち上がる。外面、 ①にぶ撞7.5YR6/4②酸化
l 
窒 胴下半~底部片 0.7 ヘラ削り。内面、木口状工具または指によるナデ。 @結片・長・英・角④カ3・4

2 
須恵器 2.9・ 13.2 ロクロ左回転。体部丸みを持ち、口縁端部短く ①灰白10Y7/1②還元①
蓋 一部欠損 0.5 下方に折れる。天井部に環状つまみ(径5.6cm)。 粗砂・白・黒④カ 8

須恵器 ロクロ右回転。天井部回転ヘラ削り、環状つま ①灰白10Y6/1②還元③
3 
蓋 天井部1/2 0.5 み貼り付け(径5.lcm)。 粗砂・長・英④一

4 
須恵器 3.7・ 13.0 .7.8 ロクロ左回転。底部、ヘラ起こし後、ヘラ削り。 ①灰N5/②還元①英 | 
杯 一部欠損 0.6 外面、体部下端回転ヘラ削り。 黒・白④1

5 
須恵器 3.5・ 13.5 .8.0 

ロクロ右回転。底部、ヘラ起こし後、ヘラ削り。
①オ灰2.5GY6/1②還元③l

杯 112 0.5 粗砂・白・黒④カ

8号住居跡① (第22図、 PL14) 

番号 器種
器高・口径・底径(cm)

器形・成形・整形等の特徴
①色調 ②焼成 ①胎土

残存 器厚(cm) @注記 ①備考

1 
土師器 一・ (22.2) ・一 口縁部崩れた「コJの字状。外面、口縁部横ナ ①糧5YR7/8②酸化③
蓋 口縁部片 0.4 デ、頚部に指頭圧痕。内面、横ナデ。 長・英・角④カ

須恵器 -. - . - 外面、平行叩き。内面、同心円文。 ①灰N5/②還元③粗砂・
2 
棄 胴部片 1.3 白-黒④
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8号住居跡②

番号 器種
器高・口径・底径(cm)

器形・成形・整形等の特徴
①色調 ②焼成 ①胎士

残存 器厚(cm) ④注記 c3:備考

灰粕陶
4.7・(16.4)・(7.7) ロクロ右回転。体部緩やかに張り、口縁端部外方へ ①灰白5Y7/1，不自調はオ灰

3 
器域
112 0.5 短く丸める。底部はヘラ削り・ナデにより糸切り痕 10Y6/2②還元①徴砂、堅

を消し、三日月高台を貼り付ける。ハケ塗り施粕。 綴④カ22⑤光ヶ正1号窯式

4 
灰粕陶 . (16.3) ・ ロクロ右回転。体部、緩やかに張り、口縁端部、 ①灰N7/，袖調はオ灰10Y6/2
器 I先体部片 0.4 外方へ短く丸める。ハケ塗り施柚。 ①還元引数砂、堅綴@

5 
須恵器 3.7 . (12.1)・ (5.7) ロクロ右回転。体部、やや内湾気味に立ち上が ①H音青灰5B4/1②還元①
杯 1/2 0.5 る。底部、回転糸切り無調整。 粗砂・長・白④6

須恵器 -. . - ロクロ使用。外面に墨書(判読不明)。内面は黒 ①灰5Y5/1②還元③長・
6 
杯 小破片 0.5 色処理を施す。 英・白@一

7 鉄製品 残長:1.7 残幅:3.8 厚さ:2.4 残重:21.7 g 備考:錆化激しく詳細不明。遺物写真のみ掲載。

8 鉄製品 残重:16.9 g 備考:断面O.5cmの方形。釘の可能性もあるが錆化激しく詳細不明。遺物写真のみ掲載。

9号住居跡 (第24・25図、 PLi4)

番号 器種
器高・口径・底径(cm)

器形・成形・整形等の特徴
¢色調 ②焼成 ③胎土

残存 器厚(cm) ④注記 c3:備考

1 
土師器 . (24.4) ・ 長胴輩。口縁部、外反して聞く。外面、胴部ヘ ①明赤褐2.5YR5/6②酸化

蓋 口縁~胴部1/20.5 ラ削り、口縁部横ナデ。内面、胴部ヘラナデ。 0)*吉片・粗砂・赤④カ3・5他

2 
土師器 (24.4) ・ー 長胴霊。口縁部、外反して聞く。外面、胴部ヘ ①黄桂7.5YR7/8②酸化①
費 上半113 0.6 ラ削り、口縁部横ナデ。内面、胴部(指)ナデ。 結片・粗砂・赤④カ1'2・8他

4.8・(15.8) ・10.3底部は丸みを持ち、体部は外反気味の口縁部に向か ①①粗明砂黄褐lOYR7/6②酸化

3 
土師器 1/2 0.6 って大きく聞く。外面、体部はヘラ削り後に上半部 -赤④1，G5グ
杯 をナデ、底部ヘラ削り。内面、体部は横ナデ後、下

半に放射状暗文、底部に螺旋状暗文あるが不鮮明。

須恵器 一. . - 外面、平行叩き。内面、同心円文。 ①灰白10Y7/1②還元
4 
蓋 破片 0.9 ①粗砂・黒・白④一

須恵器 一. . - 外面、葉脈状叩き。内面、平行当具痕。 ①暗青灰田4/1②還元
5 
霊 破片 1.0 cr微砂・黒・白④一

須恵器
3.1・ 14.0 ロクロ右回転。内面に断面三角形の返りを有す。 ①灰N6/②還JG①長・

6 
蓋
3/5 0.5 外面天井部、回転ヘラ削り後、環状つまみ(径 英・黒④11①内面口縁部

5.4cm)貼り付け。 に自然軸

須恵器
3.0・17.0 ロクロ右回転。内面に断面二角形の返りを有す。 ①青灰5B5/1②還7じ①粗

7 
蓋
112 0.6 外面天井部、回転ヘラ削り後、環状つまみ(径 砂・黒・白④3①内面天井部

7.0cm)貼り付け。内面天井部、手持ちヘラナデ。 平滑で墨痕あり・転用硯か

須恵器
(4.7)・(19.1) ロクロ右回転。口縁端部を欠損するが、短く下 ①灰7.5Y4/1②還苅③砂

8 
蓋
2/3 0.6 方に折れるものと推定される。外面天井部、回 喋・長・英④一

転ヘラ削り後、環状つまみ(径5.2cm)貼り付け。

須恵器
一・ ー ロクロ右回転。外面端上部、回転ヘラ削り後、 ①青灰田5/1②還万①粗

9 
蓋
口縁部欠損 0.6 環状つまみ(径7.2cm)貼り付け。内面天井部、 砂・長・英④10

手持ちヘラナデ。

須恵器 - . . 8.0 ロクロ右回転。底部、ヘラ起こし後回転ヘラ削 ①明青灰5B7/1②還元①英・
10 
杯 底部片 0.5 り。外面、体部下端ヘラ削り。 黒・白④一①内面に自然粕

11 
須恵器 3.9・(15.8)・(10.8) ロクロ右回転。体部内湾気味に立ち上がる。底部ヘ ①灰N4/②還元①長・英・

杯 1/3 0.6 ラ起こし・回転ヘラ削り後周縁部に高台貼り付け。 黒④7①外面に自然粕

12 
須恵器 3.4・(13.4). 10.8 ロクロ右回転。体部内湾気味に立ち上がる。底部ヘ ①青灰田5/1②還元①長・
河: 1/2 0.5 ラ起こし・回転ヘラ削り後周縁部に高台貼り付け。 英・黒④15⑤内面灰かぶり l

須恵器
3.4・ 13.9 ・11.0 ロクロ右回転。器形歪む。底部、ヘラ起こし・ ①暗青灰田4/1②還元

13 
均:
5/6 0.4 ヘラ削り後、周縁部に高台貼り付け。 ①長・英・黒④13①外面

に自然粕

円

idq
 



10号住居跡 (第27図、 PL14)

番号 器種
器局・口径・底径(cm)

器形・成形・整形等の特徴
①色調 ②焼成 ①胎土l

残存 器厚(cm) ④注記 ①備考

1 
土師器 一・ (24.0) ・ー 口縁部、崩れた「コjの字状。外面、口縁部は ①にぶ櫨7.5YR6/4②酸化|
聾 口縁部片 0.4 横ナデ、胴部ヘラ削り。内面、口縁部横ナデ。 ①長・英・角④

2 
須恵器 つまみ局さ 2.2 ロクロ成・整形。下側は逆台形、上側は円錐状。 ①灰10Y6/1②還元
つまみ つまみ底径 3.6 短頚壷蓋つまみか。 ③英・黒④上

11号住居跡 (第28図、 PL14) 

番号 器種
器局・口径・底径(cm)

器形・成形・整形等の特徴
①色調 ②焼成 ①胎土

残存 器厚(cm) ④注記 ⑤備考

1 
須恵器 一・ (20.4) ・一 ロクロ右回転。口唇部は平坦。鍔は鋭く水平方 ①灰10Y6/1、鍔下黒lOY2/1
羽釜 口縁部片 0.6 向に突出する。 c?:還元①結片・長・英④カ 2

2 
須恵器 5.1・ (14β)・(8.6) ロクロ右回転。体部、内湾気味に立ち上がり、口縁 ①淡黄2.5Y8/3②不完全な!

域 1/5 0.5 部外反する。底部、回転糸切り後、高台貼り付け。 還元①粗砂・長・英④カ 1

12号住居跡 (第30図、 PL14) 

番号 器種
器I句・口径・底径(cm)

器形・成形・整形等の特徴
①色調 ②焼成 ③胎土

残存 器厚(cm) ④注記 @備考

土師器 一. (20.6) -一 口縁部「く」の字状に外反して聞く。口縁部内外 ①糧7.5YR6/6②酸化
1 
蓋 上半部1/3 0.3 面横ナデ。外面胴部ヘラ削り。内面胴部ヘラナデ。 ①長・英・角④1・38

須恵器 - . . - ロクロ成・整形。肩部周縁に櫛歯状工具による ①灰黄褐10YR6/3②還元
2 
長頚壷 肩部片 0.5 斜位の列点刺突丈を巡らせる。 やや不完全①英・黒④ー l

須恵器 - . . (8.6) ロクロ右回転。体部、内湾気味に立ち上がりは ①オ灰5Y6/2②還元③微
3 
杯 底部片 0.5 じめる。底部、回転ヘラ切り。 砂・黒・白④一

14号住居跡 (第31・32園、 PL15)

番号 器種
器局・口径・底径(cm)

器形・成形・整形等の特徴
①色調 ②焼成 ①胎土

残存 器厚(cm) ④注記⑤備考

土師器
. (20.2) ・ー 口縁部、外反して聞く。外面、口縁部横ナデ、 ①桂5YR7/8①酸化

1 
霊
口縁~胴部1/20.3 胴部ヘラ削り。内面、口縁部横ナデ、胴部ヘラ ①長・英・角④カ 2・l

胴部最大径 (21.0) ナデ。 3・4・5他

2 
土師器 13.4・(12.4) . 4.5 球状の胴部(最大径14.2cm)。口縁部わずかに外傾。 ①明赤褐2.5YR5/8②酸化|

小形霊 1/2 0.4 外面、口縁部横ナデ、胴部ヘラ削り。内面、ナデ。 ①長・英・角④カ6・7・8他

3 
土師器 4.3・ 12.8 ・10.0 底部、丸みを持つ。外面、ヘラ削り後、体部上 ①浅黄澄7.5YR8/4②酸化
均: 3/4 0.7 半~口縁部をナデ。内面、ナデ。 ①砂喋・長・英・角④19

4 
土師器 3.7・(13.6)・(8.4) 口縁部わずかに外反。体部、下半に 5皿前後の ①浅黄糧10YR8/3②酸化

杯 口縁~底部片 0.7 間隔でヘラ当て痕、上半横ナデ。内面、横ナデ。 ③黒・白・赤G)15

5 
須恵器 3.9・ 12.0 .6.0 ロクロ右回転。体部は内湾気味に立ち上がる。 ①オ灰7.5Y5/3②不完全な|
f不 一部欠損 0.4 底部回転糸切り無調整。 還元①粗砂・長・英④カ11

6 紡錘車 径:3.6 厚さ:0.9 孔径:0.8 重さ:20.4g 石材:滑石 ④一 ①断面長方形・側面に擦痕

15号住居跡① (第34・35図、 PL15) 

番号 器種
器局・口径・底径(cm)

器形・成形・整形等の特徴
①色調 ②焼成 ①胎土

残存 器厚(cm) ④注記 ⑤備考

土師器
一 19.6 ・ 口縁部「コ」の字状に近い。外面、口縁部・頚 ①明赤褐5YR5/6②酸化

l 
棄
胴下部以下欠損 0.3 部を横ナデ、その聞に無調整帯、胴部ヘラ削り。 ①粗砂・長・英・角・赤

胴部最大径 2l.7 内面、口縁部横ナデ、胴部ヘラナデ。 ④カ 1

土師器 一. 19.4 . - 口縁部「コJの字状に近い。外面、胴部ヘラ削 ①糧5YR6/6②酸化
2 
童 底部欠損 0.4 り。内面、胴部ヘラナデ。胴部最大径20.8cm。 ①長・英・角・赤④1

土師器
一・ (23.2) ・ー 口縁部「コ」の字状に近い。胴部、膨らむ。外 ①明赤褐5YR5/6②酸化

3 
棄
口縁~胴上半1/40.4面、口縁部・頚部の横ナデ聞に無調整帯・指頭 ③長・英・角・赤④10

胴部最大径 27.5 圧痕、胴部ヘラ削り。内面、胴部ヘラナデ。
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15号住居跡②

番号 器種
器品・口径・底径(cm)

器形・成形・整形等の特徴
①色調 ②焼成 ①胎土

残存 器厚(cm) ④注記 ([ 備考

4 
土師器 . (22.4) ・ 胴部膨らみ(最大径推定33.0cm)、口縁部は短く外 ①樟7.5YR6/6②酸化③粗

重 口縁~胴上半1/40.6反する。外面胴部ヘラ削り。内面胴部ヘラナデ。 砂・長・英・赤④20

5 
土師器 4.1. (12.0) ・7.2 体部は内湾気味で、口縁部との境に弱い稜を持つ。 ①黄桂7.5YR7/8②酸化③

杯 1/2 0.6 外面、体部・底部ヘラ削り。内面、丁寧なナデ。 粗砂・長・英④27

6 
須恵器 . (28.6) ・ ロクロ右回転。口縁部は「く」の字状で、端部 ①灰N6/②還元③長・英・黒
鉢 口縁~胴部片 0.7 は下方に延ぴる。胴部最大径推定27.4cm。 ④2・イシグミ6①図上復元

須恵器 一. . (16.3) 底部ヘラ削り後、外側にふんばる高台貼り付け。 ①灰N5/②還元③粗砂・
7 
(壷) 胴下位~底部1/20.8 外面、胴部下位ヘラ削り。内面、指・木口ナデ。 長・英・黒④32・39・40

8 
須恵器 -・ (11.8 ロクロ右回転。底部に「ハjの字状に聞く、しっか ①灰N6/①還元①長・英・
宜古 胴下端~底部片 0.8 りとした高台貼り付け。外面、胴部横位ヘラ削り。 黒G)49①内底部に灰かぶり

須恵器 4.3・ 17.9 ・ ロクロ右回転。口縁端部は下方に折れる。天井部、 ①青灰田5/1②還元①微
9 軍2土~ 一部欠損 0.6 回転ヘラ削り後、環状つまみ(径4.2cm)貼り付け。 砂・長・英④37

10 
須恵器 5.0・ 11.8 . 7.4 ロクロ右回転。腰がやや張る。底部、(静止)糸 ①青灰5B5/1②還元③
塊 完形 0.4 切り後に薄く高い高台を貼り付ける。 長・英・黒④14

11 
須恵器 5.6・ 15.5 . 6.6 ロクロ右回転。体部、内湾気味に大きく聞き、口 ①灰N5/②還元やや不良

境 112 0.5 縁端部やや外反。底部、糸切り後に高台貼り付け。 ③砂磯・長・英④22・53・54

12 
須恵器 4.5・ 14.7 . 7.5 ロクロ右回転。体部、内湾して立ち上がり、口縁 ①灰N5/②還元③長・

塊 一部欠損 0.6 端部外反。底部、回転糸切り後、高台貼り付け。 黒・白④24・35・43・44

13 
須恵器 3.6・ 12.2 . 6.0 ロクロ右回転。体部、内湾して立ち上がり、口 ①青灰5B5/1①還元①長・

杯 ほほ完形 0.4 縁端部やや外反。底部、回転糸切り無調整。 英・黒①13([外面に自然粕

14 
須恵器 3.6・ 12.6 . 7.8 ロクロ右回転。体部、内湾して立ち上がる。口 ①青灰田5/1②還元①長・
杯 ほほ完形 0.5 縁部やや歪む。底部、回転糸切り無調整。 英・黒④12([外面に自然粕

15 
須恵器 3.8' (14.4) . 8.0 ロクロ右回転。体部、内湾気味に立ち上がる。 ①灰白N8/①不完全な還元

杯 3/4 0.3 底部回転ヘラ切り後、周縁部をナデ。 ①長・英・黒④4・カ 2・ホリ

16号住居跡 (第37図、 PL16)

番号 器種
器高・口径・底径(cm)

器形・成形・整形等の特徴
①色調 ②焼成 ①胎土

残存 器厚(cm) ④注記 ⑤備考

須恵器
2.6・14.9 ロクロ右回転。体部、丸みを持って口縁部に至 ①青灰5B5/1②還元③

1 
蓋
一部欠損 0.6 り、内面にわずかな返りを有す。天井部、回転 長・英・黒④2

ヘラ削り後、低い環状つまみ貼り付け。

17号住居跡 (第37園、 PL16)

番号 器種
器高・口径・底径(cm)

器形・成形・整形等の特徴
①色調 ②焼成 ③胎士

残存 器厚(cm) ④注記 ([備考

l 
士師器 一・ (15.2) ・一 胴部膨らみ(最大径推定17.0cm)、口縁部は外反 ①灰褐7.5YR412②酸化③
棄 口縁~胴部片 0.5 して聞く。胴部、外面ヘラ削り、内面ヘラナデ。 砂疎・長・英・赤④一

2 
土師器 一・ (11.8)' (8.2) 外面、体部下半・底部ヘラ削り。内面、体部横 ①桂5YR7/8②酸化③
杯 1/3 0.5 ナデ後に放射状ヘラ磨き、底部粗雑なヘラ磨き。 英・白・赤④一

3 
土師器 (3.2)・(13.0)・(9.0)外面、口縁部横ナデ、体部ヘラ削り。内面、体 ①にぶ控7.5YR6/4②酸化
杯 口縁~体部1/3 0.5 部放射状ヘラ磨き。 ③結片・長・英・角④

18号住居跡① (第38図、 PL16)

番号 器種
器高・口径・底径(佃)

器形・成形・整形等の特徴
①色調 ②焼成 ①胎土

残存 器厚(cm) ④注記 ([ 備考

l 
土師器 一・(14到・一 口縁部「く jの字状に外民。外面、肩部以下ヘ ①樟7.5YR附②酸化①結
聾 口縁~肩部片 0.4 ラ削り。内面、肩部以下ヘラナデ、口縁部ナデ。 片・長・英④一

2 
土師器 4.5・ 13.6 . 7.5 底部厚みがある。外面、体部ヘラ削り後ナデ、底部 ①黄桂7.5YR7/8①酸化①

杯 一部欠損 0.5 ヘラ削り。内面、放射状ヘラ磨きがあるが不鮮明。 長・英角・赤④2
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18号住居跡②

番号 器種
器高・口径・底径(cm)

器形・成形・整形等の特徴
①色調 ②焼成 ①胎士

残存 器厚(cm) ④注記⑤備考

3 杯
4.0・(12.3) ・7.3 ロクロ右回転。体部、内湾して立ち上がる。外面 ①明黄褐10YR6/2②酸化

1/2 0.5 底部、手持ちヘラ削り。内面、丁寧なヘラ磨き。 ①長・英・角・赤④一

4 
須恵器 一・ 26.9 .- 口縁部外反し、端部は下方に延びる。肩部、外 ①灰白N7/②還元①黒・長・

棄 口縁部ほほ全周 0.9 面平行叩き、内面同心円文。 英④一①内外面に自然粕

須恵器 一. -一 外面、葉脈状叩き。内面、同心円文。 ①灰白N71/②還元③微
5 
蓋 胴部片 0.8 砂・長・英④3

16号・ 17号・ 18号住居跡 (第37図、 PL16) 

1 "-~"''''' 1器高・口径・底径(cm)1 D.PTl"/. ，....p...-rrl: 'ifiÆ，- TrZkk~ tJ.+:/，tl/L ①色調 ②焼成 ①胎士
番号|器種 J~:~ ~ l~ ~~ :>~m~ 1 器形・成形・整形等の特徴 ! 

I 1:tt:r'j..:E. J残存 器厚(ω)I lUrJI/ '''-̂'.J!/ _.iE.jl/'T"/'I"!J 1~.A I④注記①備考

土師器14.3・ (14.0) . 8.2 I体部上端に稜を持ち、口縁部やや内傾。外面、体1([澄5YR6/8①酸化
1 1-L-7.:.Ht I ::~.~ ':'Å~~IT :-:.: 

杯 |口縁~底部片 0.6 I部・底部ヘラ削りと思われるが、摩滅のため不鮮明。l①長・英・角・赤④

器形・成形・整形等の特徴
①色調 ②焼成 ①胎土

④注記 ①備考

1 I須空器 4.2・13.2 ・ 6.6 ロクロ右回転。体部内湾気味に立ち上がり、口縁端!①灰オ5Y6/2②不完全な
l 域 1/3 0.6 部わずかに外反。底部、(糸切り後)高台貼り付け。|還元①長・英・角④l

1号集石① (第40園、 PL16) 

番号 器種
器高・口径・底径(cm)

器形・成形・整形等の特徴
①色調 ②焼成 ①胎土

残存 器厚(cm) ④注記⑤備考

1 
士師器 一・ (19.2) ・一 口縁部やや外傾して立つ。口唇部は平坦。外面、 ①にぶ黄褐10YR5/3②酸

聾 口縁部片 0.7 肩部以下ヘラ削札口縁部横ナデ。内面、横ナデ。 化①結片・長・英・角④12

2 
土師器 一・ (20.4) ・一 口縁部「くJの字状に外反。口縁部横ナデ。外面、 ①桂7.5YR7/6②酸化
蓋 口縁~肩部片 0.5 肩部以下ヘラ削り。内面、肩部以下ヘラナデ。 ①長・英・角・赤④13

3 
土師器 ←・ (13.9 ) ・ー 口縁部内湾し、やや受け口状。外面、屑部以下 ①にぶ樟10YR5/3②酸化

棄 口縁~肩部片 0.4 ヘラ削り、頭部にヘラ当て痕。内面、横ナデ。 Q:結片・長・英・角・赤④10

士郎器 一 . (7.8) 脚台部、中位に段を有し、端部は水平方向に開 ①にぶ褐7.5YR5/4②酸化
4 
台付蓋 脚台部片 0.8 く。 ①結片・長・英・角・赤④一

土師器
5.5・ 16.0 .10.6 底部、厚く丸みがある。外面、口縁部横ナデ、 ①桂7.5YR7/6②酸化

5 
杯
一部欠損 0.5 体部・底部ヘラ削り。内面、放射状ヘラ磨き、 ①長・英・黒・赤④31

底部に螺旋状暗文あるが不鮮明。

6 
土師器 3.1・ 12.2 .7.0 体部内湾気味に立ち上がり、口縁部に至る。外面、 ①桂5YR6/6②酸化①粗

杯 完形 0.3 体部下半・底部ヘラ削り。内面、丁寧なナデ。 砂・長・英・角④1

須恵器 一. (26.0) . - 口縁部外反し、上側は受け口状、端部は下方に延びる。 ①青灰10BG5/1②還元③
7 
護 口頭部片 1.0 ①内外面に自然粕・断面色調にぶ赤褐2.5YR5/3 長・英・黒④21

須恵器 一. . - 外面、平行叩き後、頭部付近をヘラナデ。内面、 ①灰lOY5/1②還元
8 
聾 肩部片 0.8 同心円文。 ①長・英・黒④25

須恵器 - . . - 外面、平行叩き。内面、同心円文。①外面一部 ①明オ灰5GY5/1②還元
9 
蓋 胴部片 1.0 に自然柑 ③長・英・黒④15

須恵器 一 . - 外面、丁寧なナデ。内面、無文の当て具痕。 ①灰オ5Y5/2②還元
10 
護 胴部片 0.8 ①長・英・黒④18

須恵器 一・ ー . - 外面、葉脈状叩き。内面、同心円文。 ①灰オ7.5Y6/2②還元
11 
蓋 胴部片 0.9 @微砂・黒・白④一

須恵器 ロクロ右回転。天井部、回転ヘラ削り後、環状 ①オ灰2.5GY5/1②還元①
12 
蓋 天井部片 0.7 つまみ(径4.7cm)貼り付け。 長・英④一①内面に灰かぶり

13 
須恵器 一・ (21.6) ロクロ右回転。口縁端部、鋭い稜を持ち、斜め ①灰7.5Y5/1①還元①長・|

蓋 破片 1.0 下方に折れる。天井部、回転ヘラ削り。 型:里型二金内面に自然袖
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1号集石②

番号 器種
器高・口径・底径(crn)

器形・成形・整形等の特徴
①色調 ②焼成 ③胎士

残存 器厚(crn) ④注記 ([備考

14 
須恵器 4.5・(15.6)・10.6ロクロ左回転。体部直線的に立ち上がる。底部ヘラ ①青灰5BG5/1②還元
杯 3/4 0.5 起こし・回転ヘラ削り後、周縁部に高台貼り付け。 ①長・英・黒④8

15 
須恵器 4.1 . (14.0)・(8.6) ロクロ左回転。底部・体部下端回転ヘラ削り。 ①明オ灰5GY7/1②還元
杯 1/5 0.4 ③粗砂・長・英・角④一

16 
管状士
長さ:4.3 最大径:2.1 孔径:0.5 重さ:13.8 g 

①にぶ赤褐5YR5/4②酸

錘 化①白針・角・白④14

17 
管状土
長さ:4.5 最大径:1.9 孔径:0.5 重さ:12.6 g 

①にぶ黄撞10YR7/4⑦酸

錘 化③長・英・角④

G-3グリッド遺物集中地点 (第47図、 PL17)

番号 器種
器高・口径・底径(crn)

器形・成形・整形等の特徴
①色調 ②焼成 ①胎土

残存 器厚(crn) ④注記 ①備考

土師器
一・ (19.4) ・ー 「コ」の字状口縁。外面、口縁部横ナデ、胴部ヘ ①褐7.5YR4/3②酸化③粗

1 
蓋
1/3 0.4 ラ削り。内面、口縁部横ナデ、胴部ヘラナデ。 砂・長・英・角④13H9・
胴部最大径 (20.0) 10・14・16・17

土師器
一・ (21.0) ・ー 「コ」の字状口縁。外面、口縁部横ナデ、胴部ヘ ①桂5YR6/6②酸化

2 
葦
1/5 0.3 ラ削り。内面、口縁部横ナデ、胴部ヘラナデ。 ①長・英・角④13H2・
胴部最大径 (22.4) 3・5・6

須恵器 一. . - 外面、横・縦位の順に平行叩き。内面、同心円 ①灰N4/②還元③長・
3 
輩 胴部上半片 1.0 文。 英・黒④13H

須恵器
4.1・ 13.4 .8.8 ロクロ右回転。体部、内湾気味に立ち上がり、 ①灰白5Y7/2②不完全な

4 
杯
一部欠損 0.5 口縁部やや外反。底部、回転糸切り無調整。外 還元①長・英・黒④13H7⑤

面、黒色処理。 外面色調:暗青灰5BG4/1

一一
遺構外出土遺物① (第48~50図、 PL17 ・ 18)

番号 器種
器高・口径・底径(crn)

器形・成形・整形等の特徴
①色調 ②焼成 ①胎土

残存 器厚(crn) ④注記 ⑤備考

縄文土 一. . - 内外面に条痕文。外面には、竹管状工具による ①にぶ黄桂10YR7/4②良
1 
器片 破片 0.9 刺突を加える。 好①繊・長・英・角④E12T

縄文土 -. . - 内外面に条痕文。 ①赤褐5YR4/6②良好①
2 
器片 破片 0.9 繊・長・英・角④E12T

縄文土 ←. . - 0段多条縄文を羽状に施文。 ¢褐lOYR4/4②良好③繊・
3 
器片 破片 0.9 粗砂・長・英・角④C8グ

縄文士 -. . - 単節RL縄文。 ①赤褐2.5YR4/6②良好③
4 
器片 破片 0.8 長・英・角・赤④14H

縄文土 - . . - 縄文施丈後、半蔵竹管状工具による弧状線・直線で ①赤褐5YR4/6②良好③
5 
器片 口縁破片 0.8 

木の葉状文様を描くと想定される。区画内以外の縄 粗砂・雲・長・英④表採

文を磨消し、半裁竹管状工具による刺突を加える。

縄文土 一. . - 貼付文+ヘラ先状工具による沈線・短沈線。 ①灰褐7.5YR4/2②良好①
6 
器片 破片 1.2 雲・長・英・角WTW5-W6

縄文土 - . . - 波頂部下に癌状の貼付文。地文に縄文を施す。左 ①にぶ褐7.5YR5/4①良好
7 
器片 波頂部片 1.4 右対称に 3条以上の沈線。内面は三角形状に凹む。 ①雲・長・英・角④10H

8 
縄文土 一・一・ (12β)縦位の貼付文・沈線があるが、詳細不明。 ①赤褐5YR4/6②良好①
器片 下半部片 0.9 ①内面焦げる。 長・英・角④C8グ

縄文士 -. - . - 斜位の沈線。口縁部内面に稜を持つ。 ①赤褐2.5YR4/6②良好
9 
器片 口縁部片 1.0 ①長・英・角④E12T

縄文土 - . . - RL縄文+縦位沈線、区画外の縄文を磨り消す。 ①淡黄2.5Y8/3②良好
10 
器片 破片 1.2 空長・英・角・白④表採|
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遺構外出土遺物②

番号 器種
器局・口径・底径(c皿)

器形・成形・整形等の特徴
①色調 ②焼成 ③胎士|

残存 器厚(cm) ④注記⑤備考

縄文士 一. . - 沈線区画内に刺突文。 ①暗灰N3/②良好①長・|
11 
器片 破片 1.0 英・角・赤④D7グ

一. (14.1) -一 口縁部に 2条の太い沈線、その下に幅広く無文帯 ①糧7.5YR6/6②良好

12 鉢
上半部片 0.7 があり、 3条の太い沈線と中央の沈線に 2個の癌 ③長・英・角・白④表採|

状突起が破片内に 2か所、沈線下は撚糸文。内面 ①下端に焦げ付着
口縁部にも太い沈線2条。内面は丁寧に磨かれる。

縄文土 - . . - 破片内に 3条の凹線とその下に撚糸文。 ①にぶ褐7.5YR5/4②良好
13 
器片 破片 0.8 ①英・角・赤④表採

縄文士 一. . - 破片内に 3条の太い沈線。 ①黄灰2.5Y5/1②良好③
14 
器片 破片 0.7 長・英・角・赤④E4グ

縄文土 一 . - 口縁部内湾する。口縁部に変形工字文、その下 ①にぶ黄撞10YR6/3②良
15 
器片 口縁破片 0.6 は無文帯。内面口縁部に一条の沈線。 好①英・黒・白④F2グ

縄文土 一. . - 頚部無文帯の下に半載竹管状工具による平行沈 ①黒2.5Y2/1②良好
16 
器片 破片 0.8 線を多条に施す。 ①長・英・角④F2グ

一. . (10.2) 破片内胴部無文で、下端に指頭圧痕跡がある。 ①糧7.5YR6/6②良好①粗
17 深鉢

底部片 1.0 底部に網代痕。 砂・長・英・角④TW5-W6

18 凹石 長さ:11.0 幅:6.7 厚さ:3.9 重さ:463.0 g 石材:安山岩 ④H4グ ①両面に凹み

19 磨石 長さ:9.3幅・8.2厚さ :4.4重さ:426.3 g 石材.安山岩 ④E1グ([側面を使用・一部被熱痕

20 スクレイパ】 長さ:10.8 幅 :7.4厚さ:1.7 重さ:113.6 g 石材:頁岩 ④表採

21 打製石斧|残長:山幅:6.4厚さ 2.1残重:附g 石材:頁岩 G)C3グ ①下半・刃部欠損

22 スクレイパ』 長さ:4.7 幅:6.0 厚さ・ 2.4 重さ:63.0 g 石材:硬砂岩 ④D7グ

23 阿川|長さ:2.9 幅:5.2 厚さ:1.3 重さ:山 g 石材:黒曜石 ④1T 

24 縦型石匙|長さ:4.9 幅:1.4 厚さ:0.7 重さ:3.0 g 石材:硬砂石 ④1T 

25 石鉱 残長:2.1 幅:2.4 厚さ:0.5 残重:2.0g 石材:頁岩 ④C8グ

26 決状耳飾|外径 (6.8) 内径: (3.8) 厚さ0.7 残重:15.5g 石材・ 3分岩④8H

(査)
一. . - 壷肩部付近と思われる。櫛描き波状文が施され ①淡黄2.5Y8/4②良好③

27 
破片 0.8 る。 長・英・角・赤④7H

須恵器
2.9・ (11.9) ロクロ右回転。水平な天井部の端部に鍔を巡らせ、 ①灰N6/②還元③黒・白

28 1/2 0.4 口縁部は内湾気味に垂下し、端部はやや外反する。 ④表採①上野型有蓋短頚
蓋
天井部径 (12.5) 天井部回転ヘラ削り。つまみの状況は不明。 壷の蓋

29 
須恵器 3.3・(16.8)・(12.7)ロクロ左回転。底部の歪み大きい。底部、回転 ①灰5Y6/1①還元①英・白・

杯 1/4 0.5 ヘラ削り後、周縁部に高台貼り付け。 黒④G3グ([外面に自然紬

30 
須恵器 3.5・ (12.2) ・7.3 ロクロ左回転。体部、内湾気味に立ち上がる。 ①灰N6/⑦還元③長・英・黒

杯 1/2 0.5 底部は回転ヘラ切り。外底部にヘラ記号 ixJ。 ④G3グ①内面に灰かぶり

31 
須恵器 3.8' (11.8)・(7.3)ロクロ右回転。体部、内湾気味に立ち上がる。底部 ①灰N6/②還元③微砂・

杯 1/4 0.5 は大半を欠損するが回転糸切り無調整と思われる。 黒④5HFpit

須恵器 3.7・ 13.9 . 9.4 
ロクロ右回転。体部、内湾気味に立ち上がる。底 ①オ灰2.5GY6/1②還元

32 部回転糸切り後、周縁部・体部下端を回転ヘラ削 ①粗砂・長・英・角④
杯 一部欠損 0.7 

り。外面口縁部及び内面の一部にタール状付着物。 6H1⑤外面に自然紬

須恵器 一. -一 外面、葉脈状叩き。内面、同心円文。 ①灰7.5Y6/1②還元
33 
斐 破片 0.8 ③長・英・白④14土

須恵器 一 . - 外面、葉脈状叩き。内面、同心円文。 ①灰白10Y7/1②還元
34 
聾 胴部片 0.8 〈主徴砂・白④G4グ

35 
須恵器 一・ (24.0) ・ 口縁部、外反して聞く。口縁部外側に凹線が1条 ①灰白N7/②還元①長・英・

聾 口縁部片 1.1 巡り、端部下方に延ぴ、上端は平坦な面をなす。 角014土①内面に自然粕
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遺構外出土遺物③

番号 器種
器高・口径・底径(cm)

器形・成形・整形等の特徴
①色調 ②焼成 ③胎土

残存 器厚(cm) ④注記 ([備考

須恵器
一. . - 長頚壷か。肩部、丸みを持つ。内面、粗雑なヘ ①灰7.5Y6/1⑦還元①粗

36 肩部片 0.7 ラナデ、口頭部接合部付近に指頭庄痕。 砂・長・英・黒④14土⑤外
笠古

面オ灰 (10Y4/2)の自然租

37 
土師器 4.3・ 12.6 . 8.6 底部丸みを持ち、体部内湾気味に立ち上がる。外 ①浅黄櫨叩
杯 ほほ完形 0.8 面体部下半・底部ヘラ削り。口縁部・内面ナデ。 ①英・白・黒④表採

38 
土師器 4.0・(14.4)・ (9β)外面、体部下半・底部ヘラ削り、口縁部横ナデ。 ①桂2.5YR7/8②酸化③結
杯 1/2 0.6 内面、ナデ後、体部に放射状ヘラ磨き。 片・長・英・赤④表採

39 
須恵器 3.3・ 13.0 . 6.9 ロクロ右回転。体部、内湾気味に聞く。体部下 ①灰白7.5Y8/1②不完全
杯 2/3 0.5 端を削る。底部、回転糸切り無調整。 な還元③長・英・白④表採

須恵器 一- . (6.0) ロクロ右回転。底部、回転糸切り無調整。内面 ①明赤褐2.5YR5/8①酸化
40 
杯 底部片 0.4 に火棒痕あり。 気味①長・英・白・赤④表採

土師器 - . . (12.0) 無底式。外面、ヘラ削り。内面、へラナデ、下 ①にぶ褐7.5YR5/4②酸化
41 
甑 底部片 0.5 端をヘラ削り。 cl結片・長・英・角④F3グ
- . (28.5) . - ロクロ左回転。口唇部は平坦な面をなす。頭部 ①褐灰10YR4/1②還元③

42 内耳鍋 上半部片 0.7 は括れ、内面は鋭い稜を持つ。内耳は断面円形 微砂・英・白④F3グ
のC字状粘土紐をそのまま貼り付けている。

43 
陶器 1.8 . (11.0)・(5β)外面、体部中位に綾を有す。内外面に灰紬。 ①灰白7.5Y8/1①長・英

皿 破片 0.4 ④E3グ⑤瀬戸・美濃系

陶器 - . - . 4.7 腰部張る。底部に高い輪高台。内外面に灰柚。 ①にぶ黄2.5Y6/4①堅綴
44 
椀 下半部 0.6 ④表採①肥前系

45 
管状土
長さ:4.3 最大径:2.1 孔径:0.5 重さ:15.6 g 

①にぶ黄程10YR7/3②酸

錘 化③長・英・角・赤④表採

46 古銭 「祥符元宝」 鋳年:1108年④2・3H ⑤北宋

47 古銭 「元祐通宝J(家) 鋳年:1086年④2・3H ⑤北宋

48 古銭 「元豊通宝」 鋳年:1078年④2・3H ①北宋

49 古銭 「寛永通宝」 ④F6グ

50 古銭 「宣徳通宝」 鋳年:1433年 ④2・3H40①明

51 古銭 1000宝」 錆激しく判読不能。 ④2・3H41

52 古銭 「祥符通宝」 鋳年:1109年 ④2・3H42①北宋

53 古銭 「永楽通宝」 鋳年:1408年④2・3H50⑤明

54 古銭 「天聖元宝J(真) 鋳年:1023年 ④2・3H51①北宋

55 古銭 「聖宋元宝J(豪) 鋳年:1108年 ④3Hカ1 ①北宋

56 古銭 1000宝」 摩滅激しく判読不能。 ④3Hカ2
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第5章まとめ

( 1 )縄文時代

縄文時代の遺構は、東地区においてE-1

号住居跡を調査しているのみである。同住

居跡から出土した深鉢には、半蔵竹管状工

具による !xJ字状・円形の文様が描かれ

るが、同様な文様の遺物が群馬県吉井町・

神保植松遺跡1)から出土している。

神保植松遺跡例(第51図)には口唇部に

突起がみられることから、本遺跡の土器に

も本来は同様な突起があった可能性があ

る。地文は、本遺跡例が単節縄文であるの

に対し、神保植松例は 0段多条の正反の合

主然である。
第51図神保植松遺跡遺構外出土遺物 (S=1:6) 

今回の調査では、量的には少ないながら

早期から晩期にかけての遺物がみられた。おそらく、台地の南側に該期の遺構が存在していると思われる。

晩期の遺物は、大洞Aノ式併行のもので、地理的には氷2式の範障で考えるべきかもしれないが、胴部

に掛糸丈を施すなど千網式土器に近い要素もみられる。

( 2 )奈良・平安時代

8世紀前半(初頭)から10世紀後半代の遺構が検出されている。遺構数の割には比較的幅広い時期にわ

たっているが、同時期に存在していた住居は 2~3 軒程度とみられる。本遺跡は、北側至近を東山道が通

過すると推定される地理的に興味深い位置にあるが、公的施設に関連するような遺物はみられなかった。

出土遺物にはやや特異なものとして、葉脈状の叩きを施す須恵器斐がある。 8世紀代の遺構から出土し

ているようであるが、他に類例が見当たらず、現段階では産地も不明である。

竪穴住居跡の竪穴壁に接して段差を持つ棚状施設が存在することが近年明らかにされ2)、群馬県内におい

ても前橋市・西善鍛冶屋遺跡3)や同じく宮田遺跡4)など数例が報告されている。宮田遺跡では棚状施設に遺

物の集中がみられ、機能的にも「棚Jと判断できるものである。本遺跡15号住居跡では、壁内のカマド向

かつて右脇に概状の石組施設が検出されている。壁内に構築されるなど棚状施設としては特異な例である

が、石組ゆえに確認できたというだけで、発掘調査時に検出しにくい有機質や土で構築された棚が通有の

施設として存在していた可能性を今後考えていく必要があるように思われる。

文献

1 )谷藤保彦 1997 r神保植松遺跡j(財)群馬県埋蔵文化財調査事業団
Z)桐生 直彦 1997 r君は“棚"を見たか 武蔵固における棚状施設の分析事例-j r土壁J創刊号、考古学を楽しむ会
3 )長谷川一郎 1995 r西善鍛冶屋遺跡』酋善団地遺跡調査会・山武考古学研究所
4)武部 喜充 1996 r宮田遺跡』宮田遺跡調査会・山武考古学研究所
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イ寸 皐早

第1節石造物

上原富次

凡例

1.本稿は株式会社光企画によるゴルフ場建設に伴う開発区域内の石造文化財に関する調査報告である。

2.本調査の対象となる石造文化財は松井田町大字高梨子字榎の観音堂石仏群をはじめとして、開発区域

内の古道沿い、山中、寺社の境内路傍及ぴ、これに近接する地域に散在するものを含む。

3.本石造物調査事業の主体は松井田町教育委員会である。

4.調査担当者は松井田町文化財調査委員上原富次である。

5.本文は原則して常用漢字、現在かな遣いとした。

6.調査した資料は総て松井田町教育委員会が保管している。

7.開発地は11万m'と広大な地域であるが、調査の結果、石造物の過半数は榎の観音堂にあり、他は三次

郎、天神社、谷津、日陰薬師等の限られた地域に集中していることがわかった。しかし、その個々に

ついて詳しく述べる紙数がないので一覧表を掲げるにとどめた。

地理的環境

該区の存在する松井田町は群馬県の西南部に位置して、更に開発区域は町の北東に位置している。該区

は南部が高く、北方に傾斜して九十九川に接している。山麓に沿って東西に町道0119号椋が走り、集落が

この道沿いに点在する。従って石造物も殆どがこの集落の近辺に集中している。

歴史的環境

該区の北辺を古代東山道が通過し、南の丘陵を越えると近世の中山道であり、現在は国道18号が町を縦

断している。該区内の道は近世、中山道の脇往環として、また、神社への参詣道として賑わった。

現地調査、山中の踏査、間取り調査等において萩原虎之助氏、光企画所長小板橋博氏および地元関係者の

方々等に大変お世話になったことを記して感謝の意としたい。

おわりに

近世の「高梨子村」は戸数78軒、人口326人(弘化3、1846年)の小さな村である。その小さな村の石造

物は総数400件を越えるであろう。その内、該区は208件を有する。石仏の多いのにも驚く。中世(鎌倉期)

の御家人の建立に成るという板碑が5面も遣されているのも驚きだ。また、室町期の五輪塔や宝永を刻む

宝陸印塔が計10数基もあり、この地には早くから仏教が浸透し普及していたことが知られる。

近世では、表に見られるように多数Eつ多様な石仏が建立されている。これらの石造物から、この地に

住した先人達の信仰、信心、記り、講中、近隣村邑との交流など史書にない庶民の歴史が様々な形で、建っ

てくる。この貴重な石造文化財に、近年関係各方面から関心が寄せられるようになったことは喜ばしいこ

とである。

民
d
に
J



石造物一覧

No. 石造物・形態

1 百番供養塔 文字塔

2 子手観世音 文字塔

3 施無畏 文字塔

4 正観音 文字塔

5 施無観世音 文字塔

6 正観音 文字塔

7 如意輪大士 文字塔

8 石堂 大型石殿

9 施無畏大士 文字塔

10 千子観世音 文字塔

11 千手大士 文字塔

12 千手観世音 種子塔

13 大悲千手眼 文字塔

14 十一面観音 文字塔

15 黄面老大師 文字塔

16 南無観世音 文字塔

17 如意輪大士 文字塔

18 大党師観音 文字塔

19 十一面観音 文字塔

20 千手観世音 文字塔

21 正観世音 文字塔

22 大慈大悲尊 文字塔

23 千手観音 文字塔

24 知意輪菩薩 文字塔

25 千手眼 文字塔

26 大慈観世音 文字塔

27 大慈尊 文字塔

28 清浄観大士 文字塔

29 千手観世音 種子塔

30 大悲千手眼 文字塔

31 墓石 文字塔

32 十一面 文字塔

33 十一面観音 文字塔

34 四国札所の標識 文字塔

35 千手眼 文字塔

No. 石造物・形態

36 如意輪観世音 文字塔

37 千手観世音 文字塔

38 馬頭観世音 文字塔

39 大悲尊 文字塔

40 十一面 文字塔

41 金剛合掌尊 文字塔

42 正観音 文字塔

43 聖観音 文字塔

44 千手観世音 文字塔

45 十一面観音 文字塔

46 大光普照尊 文字塔

47 聖観音 文字塔

48 正観音 文字塔

49 師無畏 文字塔

50 大悲観世音 文字塔|

51 十一面観世音 浮彫像塔

52 十一面観世音 浮彫像塔

53 大悲尊 文字塔

54 聖観音 文字塔

55 観世音 文字塔

56 大悲尊 文字塔

57 十一面観世音 浮彫{象塔

58 大慈観世音 文字塔

59 正観音 文字塔|

60 観世音 文字塔

61 一念三千仏 文字塔

62 十一面観音 文字塔

63 正観音 文字塔

64 十一面観世音 文字塔

65 坂東札所の標識 文字塔

66 秩父札所の標識 文字塔

67 正観音 文字塔

I 68 観世音 文字塔

69 千手観世音 文字塔

I 70 准抵観音 文字塔
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No. 石造物・形態

71 天上勝宝尊 文字塔

72 千手観世音 文字塔

73 千手観世音 文字塔

74 聖観音 線刻像塔

75 獅子無畏尊 文字塔

76 大慈観世音 文字塔

77 千手観世音 文字塔

78 十一面 文字塔

79 勝宝尊 文字塔

80 正観音 文字塔

81 大普照 文字塔

82 正観音大士 丈字塔

83 正観音 文字塔

84 正観音 文字塔

85 十一面大士 文字塔

86 千手観世音 文字塔

87 千手観世音 種子塔

88 大慈尊 文字塔

89 十一面大士 文字塔

90 大光普照尊 文字塔

91 餓鬼道教主 文字塔

92 正観音 文字塔

93 正観音 文字塔

94 三十二相尊 文字塔

95 十一面観世音 文字塔

96 千手観音 文字塔

97 十一面大土 文字塔

98 大慈観世音 文字塔

99 正観音 文字塔

100 聖観音 線刻立像

101 無量寿仏 文字塔

102 十一面尊 文字塔

103 十一面観音 文字塔

104 馬頭観音 浮彫立像

105 三界万霊 文字塔



I No. 石造物・形態

106 霊場記念碑 文字塔

107 念仏供養塔 如意輪浮彫像塔

108 地蔵菩薩 浮彫立像

109 心嶺仰願上座 無縫塔

110 円寂理沙弥 無縫塔|

111 馬頭明王 文字塔|

112 百番供養塔 文字塔

113 念仏碑 文字塔|

114 如意輪観世音 文字塔|

115 庚申塔 文字塔

116 庚申塔 文字塔

117 馬頭大土 文字塔

118 馬頭観世音 浮彫立像

119 奉献(常夜灯)自然石灯寵

120 奉納常夜灯 灯龍

121 帰空通入沙弥之霊無縫塔

122 即応蓮心上座 無縫塔

123 念仏供養塔 馬頭観音浮彫像

124 板碑阿弥陀三尊種子塔

125 板碑阿弥陀三尊種子塔

126 板碑阿弥陀三尊種子塔

127 十八夜・聖観音浮彫像塔

128 如意輪観音 浮彫輪王座

129 如意輪観音 浮彫輪王座

130 馬頭観世音 浮彫立像

131 十一面観音 丸彫立像

132 十一面観音 浮彫立像

133 聖観音 浮彫立像

134 聖観音 浮彫立像|

135 勢至菩薩 浮彫立像

136 石殿(供養塔) 入母屋造|

137 毘沙門天 石嗣

138 十一面千手観音金銅坐像[

139 聖観音 浮彫立像|

140 馬頭観世音 文字塔[

141 大黒天 文字塔|

No. 石造物・形態

142 出羽三山・百番供養塔文字塔

143 馬頭尊 文字塔

144 百八十八番供養塔文字塔

145 馬頭観世音 浮彫立像

146 馬頭観世音 文字塔

147 三百万遍供養塔 丈字塔

148 墓碑(義太夫) 文字塔

149 馬頭観世音 丈字塔

150 墓碑(義太夫) 文字塔

151 二十三夜尊 文字塔

152 馬頭観世音 文字塔

153 馬頭観世音 浮彫立像

154 一石十王塔 浮彫坐像

155 馬頭観世音 浮彫立像

156 馬頭観世音 浮彫立像

157 石段 94段

158 常夜灯 灯龍

159 庚申塔 角柱笠付三猿

160 青面金剛塔尖頭角柱三猿

161 山の神 石嗣流造

162 山の神 石嗣流造

163 山の神 石細流造

164 山の神 石洞流造

165 癌癒神 石洞流造

166 馬頭観世音 文字塔

167 道祖神 双体浮彫像

168 巳待塔 文字塔

169 馬頭観世音 文字塔

170 庚申塔 文字塔

171 庚申塔 文字塔

172 庚申塔 文字塔

173 馬頭観世音大士 文字塔

174 馬頭観世音 文字塔

175 二十三夜塔 文字塔

176 御神灯 灯龍

177 石段 自然石・ 59段|
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No. 石造物・形態

178 山の神 石洞流造

179 馬頭観世音 浮彫流像

180 地蔵菩薩 丸彫立像

181 馬頭観世音 浮彫立像

182 馬頭観世音 文字塔

183 馬頭観世音 文字塔

184 板碑 阿弥陀三尊画像

185 道祖神 双体浮彫像

186 馬頭尊 文字塔

187 薬師如来 浮彫立像

188 薬師如来 浮彫坐像

189 板碑阿弥陀三尊種子塔

190 五輪塔(一部)空・風輪一体

191 五輪塔(一部)空・風輪一体

192 五輪塔(一部)空・風輪一体

193 五輪塔(一部)空・風輪一体

194 五輪塔(一部)空・風輪一体

195 五輪塔(一部)空・風輪一体

196 五輪塔(一部)空・風輪一体

197 五輪塔(一部)空・風輪一体

198 五輪塔(一部)空・風輪一体

199 五輪塔(一部)空・風輪一体

200 五輪塔(一部) 火輪

201 五輪塔(一部) 火輪

202 五輪塔(一部) 水輪

203 五輪塔(一部) 水輪

204 宝僅印塔(一部) 基礎

205 宝匿印塔(一部) 基礎

206 宝匿印塔(一部) 基礎

207 宝陸印塔(一部) 塔身

208 石段 11段



石造物年号順一覧表

年号 西暦 石 イム 名 形 肯t~、 No. 

冗応 2年 1320 板 碑 阿弥陀三尊種子板碑 125 
元徳、 4年 1332 板 碑 阿弥陀三尊種子板碑 124 
文手口 5年 1356 板 石車 阿弥陀三尊種子板碑 189 
応永 26年 1419 宝陸印塔の基礎 斗形 204 
文明 5年 1473 宝匿印塔の基礎 斗形 205 
承応 2年 1654 石殿・墓 入母屋造・石段 136 
元禄 5年 1692 庚申塔 笠付三猿文字塔 159 
宝永 1年 1707 如意輪観世音 船形光背浮彫輪王坐 128 
元文 3年 1738 馬頭観世音 蛤形光背浮彫立像 156 
延亨 1年 1744 聖観世音 船形光背浮彫立像 127 
寛延 1年 1748 双体道祖神 船形光背浮彫立像 185 
寛延 1年 1748 馬頭観世音 船形光背浮彫立像 104 
寛延 2年 1749 青面金剛 尖頭角柱三猿文字塔 160 
宝暦 7年 1757 馬頭観世音 船形光背浮彫立像 123 
明和 4年 1767 聖観世音 船形光背浮彫立像 134 
明和 5年 1768 如意輪観世音 船形光背輪王座 129 
明和 8年 1771 念仏供養塔 船形光背如意輪観音 107 
安永 6年 1777 百番供養塔 自然石文字塔 112 
安政 7年 1778 山の神 流造石嗣 164 
天明 l年 1781 勢至菩薩 船形光背浮彫立像 135 
天明 8年 1788 庚申塔 自然石文字塔 172 
寛政 2年 1790 念仏供養塔 角柱基礎上部馬頭観音 123 
寛政 6年 1794 聖観世音 船形光背浮彫立像 133 
寛政 7年 1795 庚申塔 自然石文字塔 116 
寛政 7年 1795 山の神 流造石洞 163 
寛政 7年 1795 馬頭観世音 船形光背浮彫立像 153 
寛政 12年 1800 庚申塔 自然石文字塔 115 
文化 4年 1807 石嗣 流造 165 
文化 5年 1808 馬頭観世音 浮彫立像 145 
文化 9年 1812 馬頭観世音 船形光背浮彫立像 155 
文化 14年 1817 出羽三山・百香供養塔 自然石文字塔 142 
文政 5年 1822 御神燈 灯寵 158 
文政 8年 1824 馬頭観世音 自然石文字塔 173 
文政 10年 1827 馬頭明王 自然石文字塔 111 
文政 11年 1828 念仏碑 自然石文字塔 113 
天保 4年 1833 二十三夜塔 自然石文字搭 175 
天保 9年 1838 御神燈 灯龍 176 
天保 12年 1841 百八十八番供養塔 自然石文字塔 144 
天保 13年 1842 薬師如来 船形光背浮彫立像 187 
天保 14年 1843 馬頭観世音 自然石文字塔 143 
天保 14年 1843 馬頭観世音 船形光背浮彫立像 181 
弘化 2年 1845 馬頭観世音 船形光背浮彫立像 130 
嘉永 5年 1852 馬頭観世音 自然石文字塔 146 
安政 3年 1856 馬頭観世音 一面加工文字塔 183 
安政 3年 1856 馬頭観世音 自然石文字塔 182 
安政 5年 1858 如意輪観世音 自然石文字塔 114 
文久 1年 1861 常夜灯 灯龍 120 
文久 2年 1862 松本秀専墓 自然石文字塔 150 
文久 3年 1863 百番供養塔 一面加工文字塔 I 
文久 3年 1863 如意輪観世音 自然石文字塔 18 
文久 3年 1863 聖観世音 自然石文字塔 21 
文久 3年 1863 十一面観世音 自然石文字塔 45 
文久 3年 1863 十一面観世音 船形光背浮彫坐像 57 
文久 3年 1863 准抵観世音 自然石文字塔 70 
文久 3年 1863 聖観世音 自然石線刻立像 100 
元治 2年 1865 常夜灯 灯龍 119 
元治 2年 1865 十一面観世音 自然石文字塔 19 
明治 22年 1889 二十三夜塔 自然石文字塔 151 
明治 29年 1896 馬頭観世音 自然石文字塔 149 
明治 33年 1900 馬頭観世音 自然石文字塔 186 
明治 37年 1904 石掴 流造 161 
明治 37年 1904 石嗣 流造 162 
明治 44年 1911 馬頭観世音 自然石文字塔 152 
大正 7年 1918 十一面観世音 船形光背浮彫立像 132 
大正 12年 1923 馬頭観世音 自然石文字塔 174 
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第 2節 高梨子地域の自生維管束植物目録

須藤志成幸

凡例

1.この目録は、群馬県松井田町高梨子地域のシダ植物以上の高等植物目録である。

2.調査期聞は1994年10月から1995年6月までである。

3.学名は環境庁版植物目録 (1987) に依った。ただし、これに記載されていない植物については、参考

文献の欄の群馬県植物誌や各図鑑等に依った。

4.今回記録することができた植物は、 107科488種類である。

シダ植物 9科35種類

裸子植物 4科 5種類

被子植物

双子葉植物

離弁科類 54科 239種類

合弁科類 27科 110種類

単子葉植物 13科 99種類

PTERIDOPHYT A シダ干直物門
Equisetaceae トクサ科
Equisetum arvense スギナ

Osmuundaceae ゼ、ンマイ科
Osmunda japonica ゼンマイ

Dennstaed tiaceae コノfノイシカグマ手ヰ
Dennstaedtia hirsuta イヌシダ

Dennstaedtia wilfordii オウレンシダ

Pteridium aquilinum var. latiusculum ワラピ

Blechnaceae シシガシラキヰ
Struthiopteris niponica シシガシラ

Parkeriaceae ホウライシダ科
Coniogramme japonica イワガネソウ

Pteridacea巴 イノモトソウ科
Pteris cretica オオパノイノモトソウ

Dryopteridaceae オシダ手ヰ
Arachniodes standishii リョウメンシダ

Cyrtomium fortunei var. clivicola ヤマヤプソテツ

Cyrtomium fortunei ヤプソテツ

Dryopteris chinensis ミサキカグマ

Dryopteris crassirhizoma オシダ

Dryopteris erythrosora ベニシダ

Dryopteris lacera クマワラビ

Dryopteris uniformis オクマワラピ

Dryopteris varia var. setosa ヤマイタチシダ

Leptorumohra miqueliana ナライシダ

Polystichum longifrons アイアスカイノデ

Polystichum ovato-paleaceum ツヤナシイノデ

Polystichum polyblepharum イノデ

Polystichum tripteron ジュウモンジシダ

Thelypteri d ac e ae ヒメシダ手ヰ
Phegopteris decursive-pinnata ゲジゲジシダ

Stegnigramma pozoi ssp. mollissima ミゾシダ

Thelypteris japonica ノ、リガネワラビ

Thelypteris palustris ヒメシダ

Athyriaceae メシダ科
Athyrium niponicum イヌワラピ

合計 107科488種類

Athyrium vidalii ヤマイヌワラビ

Athyrium yokoscence ヘピノネゴザ

Deparia conilii ホソパシケシダ

Deparia japonica シケシダ

Deparia pseudo-conilii フモトシケシダ

Deparia pycnosora var. mucilagina ミヤマシケシダ

Matteuccia orientalis イヌガンソク

Matteuccia struthiopteris クサソテツ

Onoclea sensibilis var. interrupta コウヤワラビ

SPERMA TOPHYT A 種子植物門
GYMNOSPERMAE 裸子植物亜門

Pinaceae マツ科
Abies五rma モミ

Pinus densi乱ora アカマツ

Taxodiaceae スギ科
Cryptomeria japonica スギ(野化)

Cupressaceae ヒノキ科
Chamaecyparis obtusa ヒノキ(野化)

Cephalotaxaceae イヌガヤ科
Cephalotaxus harringtonia イヌガヤ

ANGIOSPERMAE 被子植物亜門
DICOTYLEDONEAE 双子葉植物網
CHORIPET ALAE 離弁花亜綱

Juglandaceae クルミ科
J uglans ailanthifolia オニグルミ

J uglans mandshurica var. cordiformis ヒメグルミ

Salicaceae ヤナギ科
Salix bakko ヤマネコヤナギ

Salix integra イヌコリヤナギ

Salix su bfragilis タチヤナギ

Salix x leucopithecia 7 1)ソデヤナギ

Betulaceae カバノキ科
Alnus hirsuta var. sibirica ヤマハンノキ

Betula grossa ミズメ
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Carpinus cordata サワシパ

Carpinus laxiflora アカシデ

Carpinus tschonoskii イヌシテー

Corylus sieboldiana ツノノ、シノTミ

Fag旦ceae ブナ科
Castanea srenata クリ

Quercus acutissima クヌギ

Quercus glauca アラカシ

Quercus myrsinaefolia シラカシ

Quercus serrata コナラ

Ulmaceae Moraceae ニレ手ヰ
Aphananthe aspera ムクノキ

Celtis sInensis var. japonica エノキ

Zelkova serrata ケヤキ

Moraceae クワ科
Broussonetia kazinoki ヒメコウソe

Fatoua villosa クワクサ

Humulus japonicus カナムグラ

Morus bombycis クワ(野化)

Urticaceae イラクサ科
Boehmeria gracilis クサコアカソ

Boehmeria japonica var. lingispica ヤブマオ

Boehmeria nipononivea カラムシ

Boehmeria nipononivea f. concolor アオカラムシ

Boehmeria platanifolia メヤブマオ

Boehmeria spicata コアカソ

Boehmeria sylvestris アカソ

Laportea bulbifera ムカゴイラクサ

Pilea hamaoi ミズ

Pilea pumila アオミズ

Polygonacea巴 タデ科
Antenoron五liforme ミズヒキ

Persicaria lapathifolia オオイヌタデ

Persicaria longiseta イヌタテ'

Persicaria perfoliata イシミカワ

Persicaria posunbu var. laxiflora ハナタデ

Persicaria sieboldii アキノウナグツカミ

Persicaria thunbergii ミゾソノて

Reynoutrira japonica イタドリ

Rumex acetosa スイハ

Rurnex japonicus ギシギシ

Rumex obtusifolius エゾノギシギシ

Phytolaccaceae ヤマゴボ、ウ科
Phytolacca americana ヨウシュヤマゴボウ

Molluginaceae ザクロソウ科
Mollugo pentaphylla ザクロソウ

Portulacaeae ユスベリヒユ科
Portulaca oleracea スベリヒユ

Caryophyllaceae ナデシコ科
Cerastium glomeratum オランダミミナグサ

Lychnis miqueliana フシグロセンノウ

Pseudostellaria palibiniana ヒゲネワチガソイウ

Sagina japonica ツメクサ

Stellaria alsine var. undulata ノミノフスマ

Stellaria aquatica ウシハコベ

Stellaria media ハコベ

Chenopodiaceae アカザ科
Chenopodium album シロザ

Chenopodium serotinum コアカザ

Amaranthaceae ヒユ科
Achyranthes bidentata var. japonica ヒカゲイノコズチ

Achyranthes budentata var. tomentosa ヒナタノコスチ

Amaranthus lividus var. ascendens イヌピユ

Magnoliaceae モクレン科
Mognolia hypoleuca Sieb. et Zucc ホオノキ

Schisandraceae マツブサ科
Kadsura japonica (L.) Dunal ビナンカズラ

Schisandra repanda (Sieb. et Zucc，) Radlk. マップサ

-60 

Lauraceae クスノキ科
Lindera glauca ヤマコウハシ

Lindera obtusiloba ダンコウノ可イ

Lindera umbellata クロモジ

Machilus thunbergii タブノキ

Neolitsea sericea シロダモ

Ranunculaceae キンポウゲ科
Anemonopsis macrophylla レンゲショウマ

Cimicifuga acerina オオノfショウマ

Cimicifuga simplex サラシナショウマ

Clematis apiifolia var. biternata コボタンヅル

Clematis apiiforia ボタンヅル

Clematis japonica ハンショウヅル

Clematis stans クサボタン

Clematis terni丑ora センニンソウ

Ranunculus cantoniensIs ケキツネノボタン

Ranunculus japonicus ウマノアシガタ

Ranunculus silerifolius キツネノボタン

Thalictrum aquilegifolium var. intermedium カラマツソウ

Thalictrum minus var. hypoleucum アキカラマツ

Berberidaceae メギ科
Berberis thunbergii メギ

Epimedium grandi丑orumvar. thunbergianum イカリソウ

Lardizabalaceae アケビ手ヰ
Akebia pentaphylla ゴヨウアケビ

Akebia quinata アケビ

Akebia trifoliata ミツバアケビ

Saururaceae ドグダミ科
Houttuynia cordata ドクダミ

Menispermaceae ツヅラフジ科
Cocculus orbiculatus アオツヅラフジ

Chloran thaceae センリョウ科
Chloranthus japonicus ヒトリシズカ

Chloranthus serratus フタリシズカ

Actinidiaceae マタタピ手ヰ
Actinidia arguta サルナシ

Actinidia polygama マタタビ

Guttiferae オトギリソウ手ヰ
Hypericum erectum オトギリソウ

Theaceae ツバキ科
Camellia japonica ヤフ.ツバキ

Thea sinensis チャノキ

Papaveraceaee ケシ手ヰ
Chelidonium majus var. asiaticum クサノオウ

Corydalis incisa ムラサキケマン

Hylomecon japonicum ヤマブキソウ

Macleaya cordata タケニグサ

Cruciferae アブラナ科
Arabis hirsuta ヤマハタザオ

Capsella bursa-pastoris ナズナ

Cardamine自exuosa タネツケパナ

Cardamine leucantha コンロンソウ

Nasturtium officinale オランダガラシ

Rorippa indica イヌガラシ

Rorippa islandica スカシタゴボウ

Hamamelida巴ae マンサク科
Hamamelis japonica マンサク

Crassulac巴ae ベンケイソウ科
Sedum bulbiferum コモチマンネングサ

Saxifragaceae ユキノシタ科
Astilbe microphylla チダケサシ

Astilbe thunbergii アカショウマ

Deutzia crenata ウツギ

Hydrangea hirta コアジサイ

Hydrangea involucrata タマアジサイ

Hydrangea macrophylla var. acuminata ヤマアジサイ

Hydrangea paniculata ノリウツギ

Hydrangea petiolaris ツルアジサイ



Philade satsumi f. nikoensis ケパイカウツギ

Saxiflage stolonifera ユキノシタ

Rosaceae パラ科
Agrimonia japonica キンミズヒキ

Aruncus dioicus var. tenuifolius ヤマブキショウマ

Chaenomeles japonica クサボケ

Duchesnea chrysantha ヘビイチゴ

Duchesnea indica ヤプヘピイチゴ

Geum japonicum ダイコンソウ

Kerria japonica ヤマブキ

Malus toringo ズミ

Potentilla centigrana ヒメヘビイチゴ

Potentilla cryptotaeniae ミツモトソウ

Potentilla freyniana ミツノfツチグリ

Potentilla sundaica var. robusta オヘピイチゴ

Pourthiaea villosa var. laevis オマツカ

Prunus apetala チョウジザクラ

Prunus jamasakura ヤマザクラ

Rosa multi自ora イノノミラ

Rosa wichuraiana テリハノイノtラ

Rubus crataegifolius クマイチゴ

Rubus microphyllus ニガイチゴ

Rubus palmatus var. coptophyllus モミジイチゴ

Rubus parvifolirs ナワシロイチゴ

Rubus phoenicolasius エピガライチゴ

Sanguisorba officinalis ワレモコウ

Sor bus alnigiolia アズキナシ

Sorbus japonica ウラジロノキ

Stephanandra incisa コゴメウツギ

Leguminosae マメ科
Albizia julibrissin ネムノキ

Amphicarpaea bracteeata ssp. edgeworthii var. japonica ヤプマメ

Desmodium oldhamii フジカンゾウ

Desmodium podocarpium ssp. fallax ケヤブハギ

Desmodium podocarpium ssp. oxyphyllum ヌスピトハギ

Desmodium podocarpium ssp. oxyphyllum var. mandshuricum 

ヤプハギ

Dumasia truncata ノササゲ

Glycine max ssp. soja ツルマメ

Indigofera pseudo-tinctoria コマツナギ

Kummerowia stipulacea マルパヤハズソウ

Kummerowia striata ヤハズソウ

Lespedeza buergeri キハギ

Lespedeza cuneata メドハギ

Lespedeza pilosa ネコハギ

Pueraria lobata クズ

Robinia pseudo-acacia ハリエンジュ(ニセアカシア)

Trifolium repens シロツメクサ

Vicia cracca クサフジ

Vicia nipponica ヨツノfノ、ギ

Vicia unijuga フタパハギ

Vigna angularis var. nipponensis ヤブツルアズキ

Wisteria floribunda フジ

Oxalidaceae カタノTミ手ヰ
Oxalis fontana エゾタチカタノfミ

Geraniaceae フウロソウ科
Geranium thunbergii ゲンノショウコ

Euphorbiaceae トウダイクサ科
Acalypha australis エノキグサ

Euphorbia pekinensis タカトウダイ

Euphorbia supina コニシキソウ

Mallotus japonicus アカメガシワ

Rutaceae ミカン科
Boenninghausenia japonica マツカゼソウ

Orixa japonica コクサギ

Zanthoxylum ailanthoides カラスザンショウ

Zanthoxylum piperitum サンショウ

Zanthoxylum Schinifolium イヌザンショウ

Simaroubaceae ニガキ科
Picrasma quassioides ニガキ

Anacardiaceae ウルシ科
Rhus ambigua ツタウルシ

Rhus javanica var. roxburgii ヌルデf

Rhus trichocarpa ヤマウルシ

Aceraceae カエデ科
Acer crataegifolium ウリカエデ

Acer mono f. connivens ウラゲエンコウカエデ

Acer mOllO var. trichobasis イトマキイタヤ

Acer palmatum タカオカエデ

Acer palmatum var. amoenum オオモミジ

Acer sieboldianum コハウチワカエデ

Sabiaceae アワブキ科
Meliosma myriantha アワブキ

Balsaminaceae ツリフネソウ科
Impatiens noli-tangere キツリフネ

Impatiens textori ツリフネソウ

Aq uifoliac eaε モチノキ科
Ilex crenata イヌツゲ

Ilex macropoda アオハダ

Celastraceae ニシキギ科
Celastrus orbiculatus var. papillosus オニツルウメモドキ

Euonymus alatus f. ciliato-dentatus コマユミ

Euonymus alatus ニシキギ

Euonymus fortunei var. radicans ツルマサキ

Euonymus oxyphyllus ツリパナ

Euonymus sieboldianus マユミ

Staphyleaceae ミツバウツギ科
Staphylea bumalba ミツバウツギ

Vitaceae ブドウ科
Ampelopsis glandulosa var. heterophylla ノブドウ

Cayratia japonica ヤブガラシ

Parthenocissus tricuspidata ツタ

Vitis ficifolia var. lobata エピズル

Vitis flexuosa サンカクズル

Violaceae スミレ科
Viola eIzanensis エイザンスミレ

Viola grypoceras タチツボスミレ

Viola keiskei f. okuboi ケマルパスミレ

Viola phalacrocarpa f. glaberrima オカスミレ

Viola phalacrocarpa アカネスミレ

Viola rossii アケボノスミレ

Viola takedana ヒナスミレ

Viola verecunda ツボスミレ

Stachyuraceae キブシ科
Stachyurus praecox キプシ

Cucurbitaceae ウリ科
Gynostemma pentaphyllum アマチャズル

Trichosanthes cucumeroides カラスウリ

Lythraceaε ミソハギ科
Rotala indica var. uliginosa uliginosa キカシグサ

Onagraceae アカパナ科
Circaea mollis ミズタマソウ

Oenothera biennis メマツヨイグサ

Cornaceae ミズキ科
Aucuba japonica アオキ

Cornus controversa ミズキ

Cornus macrophylla タマノミズキ

Helwingia japonica ハナイカダ

Araliaceae ウコギ科
Acanthopanax sciadophylloides コシアフeラ

Acanthopanax spinosus ヤマウコギ

Aralia cordata ウド

Evodiopanax innovans タラノツメ

Aralia elata タラノキ

Hedera rhombea キヅタ
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Kalopanax pictus ハリギリ

Umbelliferae セリ科
Angelica hakonensis var. nikoensis ノダケモドキ

Angelica polymorpha シラネセンキュウ

Angelica ptユbescens シシウド

Chamaele decumbens セントウソウ

Cryptotaenia japonica ミツバ

Hydrocotyle maritima ノチドメ

Oenanthe javanica セリ

Ostericum sieboldii ヤマゼリ

Sanicula chinensis ウマノミツノミ

SpuriopimpinelIa calycina カノツメソウ

Torilis scabra オヤブジラミ

SYMPETALAE 合弁花亜綱

Pyrolaceae イチヤクソウ手ヰ
Pyrola japonica イチヤクソウ

Clethraceae リョウブ科
Clethra barbinervis リョウブ戸

Ericaceae ツツジ科
Lyonia ovalifolia var. elIiptica ネジキ

Rhododendron obtusum var. kaempferi ヤマツツジ

Rhododendron semibarbatum ノミイカツツジ

Vaccinium oldhamii ナツハゼ

Myrsin丘ceae ヤブコウジ手ヰ
Ardisia crenata マンリョウ

Ardisia japonica ヤブコウジ

Primulaceae サクラソウ手ヰ
Lysimachia clethroides オカトラノオ

L ysimachia j aponica f. su bsessilis コナスビ

Ebenaceae カキノキ科
Diospyros kaki var. sylvestris ヤマガキ

Styracac己ae エゴノキ科
Styrax japonicus エゴノキ

Symplocac巴ae ハイノキ科
Symlocos chinensis var. leucocarpa f. pilosa サワフタギ

Oleaceae モクサイ科
Fraxinus lanuginosa f. sarrata アオダモ

Fraxinus sieboliana マルパアオダモ

Ligustrum j aponicum ネズミモチ

Ligustrum obtusifolium イボタノキ

Gentianaceae リンドウ科
Gentiana scabra var. buergeri リンドウ

Apocynacεae キョウチクトウ手ヰ
Trachelospermum asiaticum f. intermedium テイカカズラ

Rubiaceae アカネ科
Galium spurium var. echinospermon ヤエムグラ

Paederia scandens ヤイトノ〈ナ

Rubia argyi アカネ

Convolvulaceae ヒルガオ科
Calystegia hederacea コヒルガオ

Ipomoea purpurea マルパアサガオ

Boraginaceae ムラサキ科
Bothriospermum tenelIum ハナイパナ

Trigonotis peduncularis キュウリグサ

Verbenac巴ae クマツヅラ手ヰ
Callicarpa japonica ムラサキシキブ

CalIicarpa molIis ヤブムラサキ

Clerodendrum trichotomum クサギ

Labiatae シソ科
Ajuga decumbens キランソウ

Ajuga nipponensis ジユウニヒトエ

Clinopodium micranthum イヌトウパナ

Elsholtzia ciliata ナギナタコウジュ

Glechoma hederacea var. grandis カキドシオ

Mosla punctulata イヌコウジュ

Perilla frutescens var. citriodora レモンエゴマ

Rabdosia shikokisns var. lecantha f. kameba カメパヒキオコシ

Salvia japonica アキノタムラソウ

Salvia nipponica キパナアキギリ

Solanaceae スナ科
Solanum carolinense ワルナスビ

Solanum lyratum ヒヨドリジヨウゴ

Solanum nigrum イヌホウズキ

Scroph ulariaceae ゴマノハグサ科
Lindernia crustacea ウリクサ

Mazus miquelii ムラサキサギゴケ

Veronica arvensIs タチイヌノアグリ

Veronica persica オオイヌノフグリ

Valerianaceae オミナエシ科
Patrinia villosa オトコエシ

Bignoniaceae ノウゼンカズラ科
Paulownia tomentosa キリ(野化)

Acanthaceae キツネノマゴ手ヰ
Justicia procumbens キツネノマゴ

Phrymaceae ハエドクソウ科
Phryma leptostachya ssp. asiatica ハエドクソウ

Plantaginaceae オオバコ科
Plantago asiatica オオバコ

Caprifoliaceae スイカズラ科
Abelia spathulata ツクバネウツギ

Lonicera gracilipes var. glandulosa ミヤマウグイスカズラ

Lonicera japonica スイカズラ

Sambucus recemosa ssp. sieboldiana ニワトコ

Viburnum dilatatum ガマズミ

Viburnum erosum var. punctatum コパノカマズミ

Viburnum phlebotrichum オトコヨウゾメ

Viburnum plicatum var. tomentosum ヤブテマリ

Viburnum sieboldii ゴマギ

Velerianacea巴 オミナエシ科
Patrinia villosa オトコエシ

Campanulaceae キキョウ科
Adenophora remoti自ora ツバナ

Adenophora triphylIa var. japonica ツリカwネニンジン

Lobelia chinensis ミゾカクシ

Compositae キク科
enocaulon himalaicum ノブキ

Ainsliaea acerifolia var. subapoda オクモミジハグマ

ArtemisIa j aponica オトコヨモギ

Artemisia keiskeana イヌヨモギ

Artemisia prInceps ヨモギ

Aster ageratoides ssp. leiophylIus シロヨメナ

Aster ageratoides ssp. ovatus ノコンギク

Aster scaber シラヤマギク

Atractylodes japonica オケラ

Bidens biternata センダングサ

Bidens frondosa アメリカセンダングサ

Cacalia delphiniifolia モミジガサ

Cacalia farfaraefolia var. bulbifera タナブキ

Carpesium cernuum コヤプタバコ

Carpesium divaricatum ガンクピソウ

Centipeda minima トキンソウ

Cirsium oligophyllum ノハラアザミ

Cirsium oligophyllum f. obvallatum クルマアザミ

Crasscocephalum crepidioides ベニパラボロギク

Eclipta prostrata タカサブロウ

Eeigeron canadensis ヒメムカシヨモギ

Eeigeron philadelphicus ハルシオン

Eupatorium chinense var. oppositifolium ヒヨドリパナ

Galinsoga ciliata ハキダメギク

Gnaphalium a笠me ノ、ハコグサ

Hemistepta lyrata キツネアサ、ミ

Ixeris debills オオジシパリ

Kalimeris pinnatifida ユウガギク

Kalimeris pseudoyonena カントウヨメナ
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Lactuca indica var. indica アキノノゲシ

Lactuca raddeana var. elata ヤマニガナ

Lapsana humilis ヤブタビラコ

Pertya glabrescens ナガパノコウヤボウキ

Pertya robusta カシワノTノ、グマ

Petasites japonicus フキ

Picris hieracioides var. glabrescens コウソ"')ナ

Solidago virgaurea var. asiatica アキノキリンソウ

Senecio vulgaris ノボロギク

Stenactis annuus ヒメジョオン

Syn日lesispalmata ヤブレガサ

Synur江sexcelsus ハパヤマボクチ

Taraxacum laevigatum アカミタンポポ

Taraxacum 0部cinale セイヨウタンポポ

Taraxacum hondoense シナノタンポポ

y oungia denticulata ヤクシソウ

y oungia japonicaオニタビラコ

MONOCOTYLEDONEAE 単子葉植物網

Liliaceae ユ1)科
Allium grayi ノビル

Disporum sessile ホウチャクソウ

Disporum smilacinum チゴユリ

Hemerocallis fulva var. kwanso ヤブカンゾウ

Hemerocallis fulva var.. longituba ノカンゾウ

Hosta sieboldiana var. gigantea オオパギボウシ

Hosta sieboldii f. lancifolia コノミギホ‘ウシ

Lilium auratum ヤマユリ

Lilium cordatum ウパユリ

Liriope minor ヒメヤフ'ラン

Liriope muscari ヤプラン

Ophiopogon japonicus ジャノヒゲ

Ophiopogon ohwii ナガパジャノヒゲ

Ophiopogon planiscapus オオパジャノヒゲ

Polygonatum falcatum ナルコユリ

Polygonatum lasianthum ミヤマナルコユリ

Rohdea japonica オモト

Sci11a acilloides ツルボ

Smilax china サルトリイバラ

Smilax nipponica タチシオデ

Smilax sie boldii ヤマガシュウ

Tricyrtis a世inis ヤマジノホトトギス

Veratrum maackii var. reymondianum シュロソウ

Amaryllidaceae ヒガンバナ科
Lycris radiata ヒカ申ンノfナ

Dioscoreaceae ヤマノイモ手ヰ
Dioscorea gracillima タチドコロ

Dioscorea japonica ヤマノイモ

Dioscorea to註oro オニドコロ

Juncaceae イグサ科
J uncus tenuis クサイ
Luzula capitata スズメノヤリ

Commelinaceae ツユクサ科
Commelina communis ツユクサ

Iridaceae アヤメ科
Iris japonica シャガ

Poaceae イネ科
Agropyron racemiferum アオカモジグサ

Agropyron tsukushiense var. transiens カモジグサ

Agrostis a1ba コヌカグサ

Arundinella hirta トダシハ

Asperella longe-aristata アズマガヤ

Ca1amagrostis arundinacea var. brachytricha ノガリヤス

Dactylis glomerata カモガヤ

Digitaria ciliaris メヒシノ〈

Digitaria violascens アキメヒシパ

Eccoilopus cotulifer アプラススキ

Echinochloa crus-galli イヌピエ

Eleusine indica オヒシノf

Eragrostis ferruginea カゼクサ

Eragrostis multicaulis ニワホコリ

Festuca elatior ヒロハノウシノケグサ

Festuca parvigluma トボシガラ

Glyceria ischyroneura ドジョウツナギ

Hemarthria sibirica ウシノシッベイ

Imperata cylindrica var. koenigii チガヤ

Lolium perenne ホソムギ

Microstegium japonicum ササガヤ

Microstegium vimineum ヒメアシボソ

Miscanthus sinensis ススキ

Muhlenbergia japonica ネズミガヤ

Oplismenus undulatifolius チヂミザサ

Panicum bisulcatum ヌカキピ

Paspalum thun bergii スズメノヒエ

Pennisetum a1opecuroides f. purpurascens チカラシパ

Phalaris arundinacea クサヨシ

Phleum pratense オオアワガエリ

Phragmites austra1is ヨシ

Poa annua スス、メノカタピラ

Poa sphondylodes イチゴツナギ

Setaria faberi アキノエノコログサ

Setaria viridis エノコログサ

Setaria viridis f. misera ムラサキエノコログサ

Spodipogon sibiricus オオアブrラススキ

Sporobolus fertills ネズミノオ

Trisetum bifidum カニツリグサ

Bambusaceae タケ亜科
Pleioblastus chino 7ズマネザサ

Phyllostachys bambusoides マダケ

Pseudosasa japonica ヤダケ

Sasaella ramosa アズマサ拘サ

Palmae ヤシ科
Trachycarpus hortunei シュロ

Araceae サトイモ科
Acorus calamus ショウフ'

Arisaema serratum マムシグサ

Pinellia ternata カラスピシャク

Cyperaceae カヤツリグサ手ヰ
Carex aphanolepis エナシヒゴクサ

Carex breviculmis アオスゲ

Carex doniana シラスゲ

Carex heterolepis ヤマアゼスゲ

Carex humilis ホソパヒカゲスゲ

Carex incisa カワラスゲ

Carex japonica ヒゴクサ

Carex lanceolata ヒカゲスゲ

Carex lenta ナキリスゲ

Carex pisiformis ホンモンジスゲ

Carex sachalinensis var. a1ternflora オオイトスゲ

Carex sadoensis サドスゲ

Carex siderostIcta タガネソウ

Cyperus brevifolius var. leiolepis ヒメクグ

Cyperus difformis タマガヤツリ

Cyperus iria コゴメガヤツリ

Cyperus microiria カヤツリグサ

Fimbristylis miliacea ヒデリコ

Zingiberaceae ショウガ汗ヰ
Zingiber mioga ミョウガ

Orchidaceae ラン科
Cymbidium goeringii シュンラン

Liparis kumokiri クモキリソウ
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